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巧 巧な X 

をが 3 小. 下 班が 島大 * 中 お: 


ナチ スを ま刊 巧の 曾 菜 

ま 巧 事*! をち 巧と する 盘道世 巧 巧 巧 « の#! おは、 これに 巧* する 巧 二み 大« じよ 5、 み洲 
を 主を 揭 かな 軸ブ U， クと 化し、 cs 世が 史的 轉 巧は、* さに、 英米 民主 ホ 巧が おが 巧を お 
巧せ しれ、 インド、 巧洋 、巧洲 、々ナダ 巧を 巧に 互る 對日 封が 巧を お 巧せ し めんと する • 
ナチ ス •ドイツは 何に よって、 か < も お 巧 的 巧 利を 巧 巧した か •これ こそ ヒ ，トラ— 巧 持 
が、 日 « か 巧 共 « 軸 による、 ゲルマン 田の 巧 立に よって 巧现し 巧た もので わり、 しかん々 ザ 
巧本团 攻略に よ 9、 イギ 》ス のが 民 ホみ 難 口、 更に 巧し を 世 巧を 期 度に «« せん i する* 

4 さに 巧 興 ドイツは、 巧が 日本の 田 巧を 硏 巧し、 a 丰巧 神を 垃 巧して、 巧 巧 せんとす るな 
» 洲 に、 巧し 4 世界を な 巧サん とする- 

か < て ド イプを 巧る ことは、 H 本を なる t とで わ ■、 i わ 日本を 巧る こ i は、 ドイツを 把 
巧す る ことで みる • - 
丰巧 » は、 この H 丰 J ドイツの » 巧なる サ巧 史的 M 巧を 巧識 し、 巧强 化する ために ナナス • 
ド イブ 〇丰 K を M 明 せん i し、 ホ# て、 巧が 日丰が 巧を ちす ベを かの 巧 おの M かに 巧 十る、 
W 度なる 解 各を 與 へん i する ものである， 



••た 


ポ I ランド 巧 ホは* 今次 第ニ ホな 洲ホ駐 のな 接の 原阳 とを つた もので あり •且つ ナチ ス巧 

■.おが その 度み をが がに 示した お， 初の ものである。 特に 所謂を 擊作驳 の 文字は まに こい 戰爭か 

ら をれ たも 3 であると ち ふこと がか ホる 〇巧陪 こい 披爭は 化かに 云 週閒を もつ て その 結 ホを 

M たので あつて •巧 も 巧 巧なる 大巧と 看 ほされて 居つ わ I 近代 聞 藻が 》 巧 くの かきが 時日を 

もつ て W 亡の おぷ にを 面せざる を 待な かつた とぶ ふことは •ちに を おな ホ 未 曾ち の出來 おで 

わる。 從 つて このが 因を 巧 発し •その 因つ てがる 處を 究める ことは* 吾々 口 本人に とつても 

aeA てを 大な ことで わると 化ム 。起は T 巧 この 巧 爭の始 をる 時 •ポ I ランドの 巧 都 ゥル ソ I 
か 、 


序 

にな 在して 居つ て > 具に その 擊狀 態の gf I したので •聊 これに 閒 して お化し、 ホ お 
の巧參 ちに 供したい とお ふ。 尙引 巧を ほつ たと ころの ッ芬擊 にも 參 がし、 彼の 小 あ 貸の 
フィ ンラン ドが 如何に 累に 抵抗した か •その 同々 せる ところに 巧て 若モ 記述を をし もつ 
て 甚だ 面白い 對 おを な卞と C ろ QCS つ Q 擊 •卽ち -1 は 大國が 短睹日 忆崩_ 巧」 一を 
國が累 sf 巧け 得た こと 忆閒し •睾比 校妍究 して 見る 苦髮 深い ものでは をる ま 
いた 尙を 等に 閒す襄 巧には か尙扭 をが 巧に 苗ず る もの 夕 く‘ 又网巧 脚な 卜-考 あしなけ 
れ ばなら ない 苦 ぉる？、 がか SC は睾 料を しなな ばなら ない もの も 又 止む を 得た と 
ころで ホら ゥ〇 
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、ポ ー ランドの 外を 政策と 獨波關 係 



;■ ポ I ブ 51 F が萊 が 大 eg ；® {ペル サィ* がめ にょつて 與 つたが 巧 田で わる •典 因の 巧と 
おは’ れて nil る 巧ろ ijWij シュス キ i 冗舒 は： ホ— ランドが 巧 ホ その 巧な を 巧つ て 巧 < には是 
^ が 护 すスと 手を く必 巧を おおし •おお 親 巧な 巧た 巧 巧して 巧た のでを ろ ピル シュ 
一-，产^^1冗かむ^^お一あみを受け«いガス ミグリ1元帥も* 叉彼等と共に巧巧けてポ1ブ 
ン ドの 巧 巧を 牛 巧つて 居た ところの ベック か 巧 も •共， に當 巧は 依 ^ 巧は 巧を 採りが けて ホ 
たので をる 〇 がるに 近年ポ I ランドの 巧 力が 巧み 增乂し •所謂 大苗 たるの 自 を、 むの 生じ 來る 
巧 巧の 请巧 


5 — 


貧 戰夕 Q な ナホ 义 

に义び •と 李な ドイツが がを？ 抬 て、 > 巧謂自 ホ 巧な か 交に をらん とする が 巧が 見 
え拘 めた。 がし 卡ら ドイツが 所荫ズ デ— テン 閒題 にょり チェ， コむ I .部を 併合せ る 時まで 
はを 巧 街 か 巧を 堅た T おつた Q でを る。 卽ちポ I ランド も C た囊 して テシ- ンか 
ホの 一が を チ 王* ' n からが 讓サ しめたので ホろ がるに 一九】 一充 年チユ ，コの 併合 ま 件が を 

るに 累 •俄が 義襄 はこれ を義サ ざるを 轄 なくを つた？ ぉる。 卽ちポ •ランドは ド 

イツのは 巧が •一巧を 巧れば をが をを ホし •そのむ < ところ 止まる をを を 巧る、 に まつた の 
で ホる。 化に ダンナ ヒ閒短 Q かを は 巧なる ~ 小 巧み S 猪では ぁるか、 これを ドイツに 管 
巧は n リド I ル 3 閒 括と をり、 巧に をんで！,, ,3^ 巧 お 還 巧 巧と をり* をには ボー ランドの 巧 立 
を 脅す に まる もので わると をへ るに まつた ので わる® 

か义を 巧 ドィッ はソ柏 巧に ぉ して ぉぉ 的な 巧の ぶ 锡を度 持して 居を 爲 、ぉ獨 か f 脊 巧せ 
る 巧は 巧ソ Q 巧 巧 忆當〇 ポ- ランドは ドイツの 藝 として ツ巧広 巧せ ざるを 将 なくなり、 そ' 

の 巧 f なと 費が 多分に A る ミ， 一れ を囊 サん车 る 浸が 現笔 ホた 《で t 。 これ 

SMKmmmMmuMmKKmtmBmmmaKMmtBFEm 

がな • 一 查克年 S 髮製巧 愛 f 離れて • 我ツ C ぁらず 疫泛 わら * 巧ち 卜 t を 良 
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力な I 查无 年の ホ奚を s 愛 f 離れて •巧ソ にあらず 蹇 にあら 卡卽ち 星 政策 
を 巧 拾す るに 至つ た。^ 店この 雙ラン ょはが 來 の裹拥 なを お ミが たので あるが •フ 
ラ'; 〇チユ ，。併 准閒趙 等に おける その 資力の 恃み におら ざるを かり‘： をみ 巧佛化 策を か 
て菱な 巧に 移つ て 巧つ たので わろ この 悅廉が ホつ 去攀 お前まで f •をむ 助 或は 借 お 
巧扭 或は 馨 i の义ホ 等ぶ々 巧 だて •巧には 巧 壽盟を も 結ぶ に 至つ たので あろ.； 
巧く して I 九 云畫の 八ち ドィッが 巧ソは 策を おまし •これとの 不可 震のを 公表し、 
こ -*，, iii ょり 風は ずして ポ—ミ ドを が 伏せん とした 時に を つても‘ ボ— ランドは 壽の按 巧 
を恃 みとし •おがと して C た 巧がず る忆 5 たむ である。 

け卜： のか < f ランド 蒼袭巧 持され 某 裏 巧は おが、 スミ グ。— ホ 帥み びべ， ぶ 
相の 巧 期に をい H 寡され た そ？ え •こ sf お 管た 寞た幫 をが じ T がるえ 
であると をム ことか 化が るので ある 0 

巧 解の 化が 


* 度み なの ナチ ス 、 

一一、 ポ I ランドの 國內 事情 

( I ) 困 民牲に 巧いて 一 

巧な 巧を が 巧る や •ポ— ランドが 巧 當の大 酉で ありを がら 略く も傕か 一箇 巧 おらず で 巧 お 
したに 巧し •彼の フィンランドは あの ル 巧で あり 乍ら を箇 巧に 巧つ て ソヴィエトを 巧手と し 
て 巧 巧に® つた。 これ 每の資 情を 見 脚して、 その 中で】 あ 巧くな の、 むを 巧つ たことは •その 

田の 贸奮た ふわ、 舅 各 5 いを •私 ？を嚴 とふ 裏で 8」 了ゐ を‘ 

この 養が ミ 痛 S をら れた Q で わる。 押な な Q 如く、 ドイツ Q 養が 非常 K 巧い こと 
は 世 ホで を 評 Q あると ころで— •資巧 ドイツに 巧つ て 彼等と 交 巧して みても • a なながら 
がに ホガ 日本の】 巧の 巧 巧に 比べ •尙 彼等が かを 先んじて ゐ ると いん « を ながに 見受ける。 
今 ホの 彼の 巧の 火が 面の お 巧 も » になに わると 投ム • 


NT 夕 だを グ' ぉ に夕 が 玲も巧 民 も fU におに あると 段 ふ • 

おら ばこィ 巧抗 した ポ ー ランドの 廚巧 はどうい ふ狀 態で あつたかと】 おへ ぱ 、ドイツに fc 
ベて 化 巧に ならない ほどが ぶがない とい ふこと が 化 ホる。 

巧に そ 八田舊 じは な々 の悲い 因子が あつて •蒙 か陷の 多い 閣巧 性で あつたと をを と 
が 化 ホる 〇例 へば •ホ 巧に 利口で をる が 化しが 謂 小利口で あつて 本當の 利口では ない 〇 をた 
非巧に^{1^的であるが、 所齡おが化乂ぶのうはついた鮮悅であつて》 じつ<りと大化をなみ 
しめて 巧く とい ふやうな 力强 さがない。 をた 非常に 自 が、 むが 强< •をれ が 自惚に 迄 巧を •お 
つて 化の ものを 化 判して その お 巧を かんれ ると いふ 巧 巧が をい。 他の ものを をぐ にけ なすと 
いふ 養が をる。 I 例を ホげ るなら ば •今 ホの 擊 にが ミ •ツ ルツ ふ 輩に をり •をの 
開 巧の が 日までは* 五 晏はホ 巧の ため 戰 つてゐ るので あるから •ワルツ— はが 巧の j 人に を 
るを で 之を. 化 守す る •お 化の かきは 始早問 逆では ない。 わう 云つ た 大す化 語を する ので わる 
が •いざ ド イン 巧が I 塞 巧に 巧つて 閒巧 なく 巧が々 •化# を货 ける と •跪く もを のを 9は》 

お 3®^ 班の お 力を 巧しながら ドイツの 巧 口にが つてし まふ •かう いふ# 巧で ある 〇 これに モ 
載 前の 化な 
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實墙 巧みの ナ 

ベる と フィン ラン K とい ふ 勘は 非常にが つちり した 罔で 》 おのち 巧を 化は 化 聞に け くまでは 
よ < 知らな かつた ので あるが •まな 巧つ てみ てを の 巧 巧の 非常に 高い ことを おつた。 彼等は 
自ら 离 いお をの ある 罔 巧で ある ことを 非常に 誇と してね る。 彼の 巧 化 B シァの おが 下に 長い 
寅 巧に 互つ て 仰へ が けられて ねたので わるが、 それでも 自己の 矜持を えは ず •吾々 は スラブ 
巧 族よりも おを の离 いな 派な 國巧 である 。彼等に おし 化して 巧 へられて わるもの ではない と 
いふ 自谗 也を はつき り 持つ てゐ る。 從 つて 化 等は ロシア 話を 使は ず 巧が として フィンランド 
語を 使つ てね る。 また 彼等は •その 化 先は 巧詢 フィン 族で •モン ゴ I ルに おを 發 する おが 巧 
族で あるが •をれ を 非常を 誇と して ゐて •をの 赖 神の 中に 烈 々たる 氣 がを 持つ てゐ る。 この 
「ソヴィエト •何す る も のぞ」 「彼等よ 〇 吾々 の 方が を かにぶ がな 囲 巧で ある。」 とい ふ 信 
をが かを に 現れて •人口は 從か五 十分の一に 化り ない •戰 ひの 上から 云へ ぱお 巧に ならを い 
やぅを 劣 巧な 闽ぷ でありを がら •よくみ 約 バじ定 つて あい 巧戰が 脚を 爲し 巧た。 である。 

W よ 、のか < ，みがが の：： ii - 化に がて 非常な をが ある。 こ) 差が > 今 拓披 •な# の 二つむ 
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戰爭 i . がて み喊 から お媒 をる お 化を 現しを 虽大な 因 乎と いふ ことが 化 ホる。 本 化に おを が. む 

< •巧に 理解 あ 画 巧が 揃つ てゐ ると いふ ことち 翼の 政 巧を 巧 ふ 志が て、 巧 政 おにと 

つて 非常に やりち < •まを 閣 おとしても 非常な おみで あると 化ム 。下 度を が 化の 地に ゐ て* 

閒巧 前の 裘を なて ゐ るち 例の 八月 末 ドイツと ツヴィ エトの 畫侵條 約が 奠の おを のか 

く 省 へら か 全世界を 巧 倒せ . J 《たが、 ドイツと しては •今日まで® 塞を 巧 八十 巧のを 

が 回を 5 たので ゎる。 をし これが 屢の 街い 國 でを つたな らち 非常を おなが 现れ .大あ 

なを 惹起す る ことで あらぅ と 思 ふ。 f に ドイツ 阁お のこれに おする 態度を なて ゐ ると •何 

等の 動雜も •何等の が咨 もを い。 彼等は 巧に よ < •罔 藻が 何故に この 百 八十 巧の ホが 换 をし 

て ソウ エトよ お 手し なければ ならな かつた かとい ム ことを 理 がして ゐ るので ある。 從 つて 

ブ ヴィエトと 乎を あつた わらと いつて 急に 共產 ホを にお おず るで もな < •共 庵 述 巧が 巧 巧に 

るるで もを い。 またを ち ミ S 畜雙 ルツ， 等忆 がて* 巧 人 軍人 等 末梢 C 部々 のを 

と巧陌 して ゐる とよ < その 邮 のがが がみる ので あるが* が 等の が 前 SS •ぶは SA > まは 巧 
W かの 巧 巧 
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ザ 巧 巧 巧の* ♦* 

おのが 巧 巧は ゲシュタポと いふなが お 祭 除 •をれ 等の 人 建と 話を つで みても •彼等は ょ <ヒ 
トラ J のか 策を 巧が して. 9 る。 何 化に わう しなけ れぱ たらない か、 がつ て ホに ホるべき もの 
はかが なるおで あらう か 》 と いふ ことを ょ < 理解し おつて お々 とそれ に 封す るが 備を をらず 
やつて ゐ るので ある。 これに 技し ボー ランドに がける が 態は 如が なる もので あつたら うか 0 
この 不可 ながめが 出が た 時は ポ I ランドは 大路ぎ でを つた。 ところが それに 引が いてを かが 
ポー ランドと 问 盟を締 おした。. さう すると 今を 化氣 なつて むた 巧 巧は 巧 頂 天に をつ て おな な 
をす る。 また 九 H 1 日 開 巧と をつ てから も •ドィツ 軍の 巧# がな で •かをり 巧 氣てゐ たが， 
九ち lllH •おがが を 載した となると •その 日は 一日 崖を 立て、 巧々 を 巧り ホき 乂復 なをな 
お々 であつ た。 ところが おの 日 • K ィツ 巧の 大空 巧が あると •また 梢な 返つ てし をム 。卽ち 
彼等は •巧ッ す W 侵 巧みが かがなる 化 化の わるもの であるか • 1 H た 巧 かと 同说を 結び •彼等 
がを 巧ホ吿 をして <れ たこと が、 巧 松に 巧 化の ある ことか どうかと いふ ことを， 巧が し f ：# 
する こと ポ化 米な わつ たので ある。 而 して 巧 徙らに 化 巧の 巧に 巧ら されて おを 化 火 的な お 勢 





たみげ る。 が ミー— 掌る と •巧が のない 化 等の— は •一巧に して 5 て じ まふので 
わろ 規〇て ドィッを おる に •この 不可 霍 めの 閒留に 測しても この 好军 蒙が 換に巧 
して 两巧の IT に 攀動泛 お 班 もを いとい ム ミは •おの あを。 ま 望に がへ を かつた こ 
とで あろを 共は 巧 人と してが 陵を— し > また 色 三披 巧を 巧つ てゐ るが •そを で 巧に 
なをな ♦すろ 費 向つ 5 焉 から 攻 f して 巧 < •をい ふ 巧 f 掌ぶ は 比較的 奔あ 
を ことで ぉる。 fK 巧替 めて は •まる— に责 をが ち T 敞 を攻？ る瑞 合には •を 

る畜違 <少 か S 妾 f まへ •ま篡 却證を ミながら なを 蠢おだ をらぬ 

巧言を ず a 勿 說巧擊 々がよりも j 番適 巧では あるが •惡 •戰 がの 大きな 巧點 にぶつ と 
巧る IIK? は 致 萬 i 却 も 蜜む を 得ない 巧 合が 超つ— る？ みる。 わぅ した 場 

合 •通 I 畜 ホ」 了 ミ 著る。 g 著 養 かか 

をを け •ミ 巧は 进却 おければ なら 《た ふこと をよ < 知 つて ゐ るので わる。 併し そ お 

I 羣 までよ く 震し 了寶 しを をし 至 氣を襄 さサホ •お* たる 態 おで 賽 した 

« 巧の 化 拓 
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i'; . 过 H3 


寅 南 巧 含の ナ^* 

がら •巧紀 殺 正に お. がを の 命を の 下に】 ホ なれざる 退 巧の 化 巧る 巧 おが あつたならば •これ 
は 非常に 巧 巧なる 巧な とい ム ことが 曲がる。 な餐 する ことな 上に この ホが 巧し いので ある • 
ドィツの 場合に がても* この 巧ソ 提携は •見 ホに 巧つ ては 一種の 思想 的な 遇が 賊閒 とちへ 
るょ 思 ふ， これが 出 巧る 巧 民で をれば. その 巧 巧は 非常にな 服すべき 國巧 であると いふ こと 
が 出が る。 他の 固に がて かう いふ 場合に •巧して 巧 巧が 動掩 せずに その 巧 局に 立つ ことが 出 
米る かどう かとい ふことは •吾々 がを 大の閱 、むを なて 注 おしなければ ならめ ところで ある。 

ボ》ラ ンドの如をはたで笛を化ぃて攻巧することは化がても、 退巧巧閒のぉ巧る程の苗巧 
の 巧 度は もたな わつ たので ある 0 


こご 宜 巧に 巧いて 


け h 速 •へたが お 0 菜 巧が ひいて 店は 巧 泣の 闻 おお 巧 A に •かがを るモ はを 煤ら しめる わに 
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かて ホな なを おを 生 ザし める。 

* * 

その 中で を Q 狭く 麽 U た Q は •プ a V 力： S グ卽ち 宣傳 ，,j いを とで & る。 こ Q 宜巧 がかが 
に 田 巧に 巧く 護」 •肉 罪 常 浸が て曼 なる が f 持つ も Q であるかた ふ ミを •こ 

のボ ー ラン イに がけるな-傅の おがを 見て 非常に 深く あじた 0 

巧 ホ 知の かく ボ— ぇソ ドは •巧に ド 小 ッの强 朗を控 へ 巧に ソゲ < ユト とい ふ 强大阁 をを へ 

モの閒 に 介在」 て 而も 珪薑ゎ 二十 年 •末》 日 巧い H 妾 ゎる。 巧つ て罵罢 ちを 萎が 甘 

しめず、 この 巧强 大巧の 閒 になつ て かがと 巧 立を 維持し •巧 運を 進展させる ためには •飽を 

巧 巧の 古氣 をな 舞す る必 巧が あつた。 をのた めボー ランドは 两巧 におして ホ 常な 大を 巧を 一 了 

つたので ある。 このを 巧は* 舅の 養が 茵だち 巧 態の 巧 巧を その ま t 賢にから して 

も 弟まない ので ゎるが •巧 巧の 巧 巧の a い 巧 合に かては •さぅ した 巧 巧を 傳 へる ことは 巧つ 

て 誤 ザを 巧 < 巧が あるので •聞 藻の 政策に 封して* まる 程 巧 •誇大な がが の 息 巧を も 巧は な 

ければ たらぬ 姑裘 起ろ ポ- ランドに がける 鸿 合が この 適例で をつ て •雲 闻刚に 巧を 
K 巧の 巧 巧 
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sgg の ナサ* 

て ゐる賣 の古 おを 泡 f サぬ ため： ホ— ランドは 强 いち ポ— ランドは これ 等が 譜に巧 
化て ずブ ものて はな。 と b ふ宣 なを かをり 深刻に 巧つ たので をる。 その お 巧は 賣の 
ぜ 巧がない たろ そ Q 慧を 巧な する ミが かがず‘ 一 お 大衆は ほかのを ふが ま、 に ポ—ラ 
ントは 本ずに 强 いむち ドイツ 义おプ ごに f ホ •などと S をんで しま ふに まつた。 ポ— 

ランぶ お 軍 Q 如* ち 僅を 葵 我— 時. ト イツから 獲つ た 小— 巡が 巧 一？ •その他 
巧を を 二妄と いふ 窒 であるが •この お？ なて 巧 等の 大 震と 稱し •夏に を かしな の 
でもる •さう して 蠢 が*」 くも お 茵と囊 の 比率 協 f おおしち 養と しては ポ ，ラン 
ドと 比 S ? 結ぶ ミ S 1 でも i ? らう 含 S れ る。 た 名は i な齒で わるから 
喜委ミ比 蓋 巧を おんだ Q である。 さう す ff ランド 政府ち 巧た ゎ 致しち 貴 

に 巧し •巧 固 蒼— SS 蓄囊 送が 授 —ん》 。をい ふ是 まがしち 

その おち 舅— ブ— としては •ドイツ も 比 ホ SS んでゐ ろ 巧 等も莲 李を を 
を おを 巧 か篆も 巧な，^ のちを いふ 度に 是サ たので をる。 をた ドイツの 巧 巧を 

が化するに* ドイツー^はバク—もない、 n 1ヒ》もない* 靴もない、 化下もない* 巧哉なを 
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ぶ巧卞 るに •ドイツぶ は •ハク— もない 、 n I ヒ ー もない •靴 もない、 化 下 もない •巧が はを 
巧で がいて わるの ガ 。かう をが した。 ブゲ* エトに 巧いて は i これは もう 共產 まを 巧で 巧が 
生な© 化 脂な どは 巧 巧に をら をい。 么 にだし 巧が 巧 房は* 巧は ょい、 生 巧 もょ い •優 巧々 闽 
おで わる •かう を 傅を すると •田 巧は 案岛 にさう でを ると 思 ふ。 ドイツが 淨山 域が をを つて 
^<8?な巧试化がなが出ホたことを非巧に巧れてゐたが》 岗巧を巧れさサては不巧め本-いムの 、 
で* ドイツの かを 夕さ闻 が 四 •あモ も 巧を を 巧 遣し 巧る 譯 がない。 あれは お 巧が ではなく 巧 
巧で わる。 ガ わらな で 巧けば 巧し 通せる 战单 である 。かう いふ おなが W をな つたので ある。 
吾々 にはな におなら しいので わるが •巧 巧の 狸い 圓 巧は それを 巧に 受け •兵 除の 中に も •ド 
イツの 巧 ザは 巧 巧に 巧が だと 思つ てゐ たもの が隨 々巧 山を つち 現に 巧プ "シアの ホ 風には 
巧 巧を 巧ポ I ランドの 巧 巧なる 大が兵 巧 曲がな 入した ので あるが •これに おし ドイツ 巧は そ 
の あなを 巧 巧し •をからは 巧 巧な 巧餐巧 •化 卜： では 裝巧审 巧 単で 巧 巧した ので ある。 さう し 
て义ネ 巧り これを 巧が してし ぇつた。 私は ドイツの 巧 巧に ちいた のでを るが •ボ I ランドむ 
« « の 柏 S 
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の ナ 

持 おは 巧が じ Q か <搪 を 持つ てゐて • t れを 馬上で 富 s ふを § ホな 時 兵で をる。 との 
持 おが 叔毕忆 向ミ菱 し •槍で 羣 S いた。 去 ころが f 通らずに 養に なつて 
し ミち 後で ド ィミ 鬟 が、 霞？ 巧に 向 ミな で澳 いた •ので あま •餘 りに 無謀 ミ 
をい かと 新いた と C ろ •巧* は ドィッ Q 風 寒 愛で •巧けば 通る となへ をた か 美いた 
ので あると いム： 糞で t •をい ム笑ひ g やぅな ミを 云を でを る。 こ？ ぅに 宣傳 
とい ふ も S •着 识ま § へて 巧 泛ち闻 f 誤る 意 かな 驚を 案る ので ある。 

沒道 にんる ち 巧齒含 巧た ふも3 も‘？ が お 遺 ミ 見て ゐ るち 巧— むにを \ 
をのが をる。 日本の 葛た ムも S •藉 なる 閒 係. か 何なる 理 かか •大植 にがて ァメ 
リヵ 邊 のを 持 Q 冀ホを 誘な する 賽 •己れ で？ が 盡 きて ゐる 。從 つて をれ が 7 メ ，力の 
を 巧に 巧す る をら それでょ いが - ポ， クン ド 等に 外務— の 他から ホ— 蔓 その他に めて 

も を< を Q 霞を 曲で をい。 f 時 大使— 苗 S 曇を 招い ミ まぶ 赏？ やる と 

いふ Qf 5 奪* 系 •そ 墨 至 0 f 屋— ，をので あつた。 
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荣內至 案の I 部分で あつて、 小さな s にが 雲 もいて 讓を 濟た喊 人が 入 おを かつてむ 
る。 寶術 的には ホ 常にょ いもので あら ミ 併しを を おた エストニア’ ラト ピア •フィン ラ 
ンド •下 マ； 等を Qf 小さい 圃 Q 使臣が •これが S 日本 S で & る •わう 思を は 
S ではを い。 從つ 、てポ ，ラ v 卜等忆 がけ •る 日轰囊 Q 震た ふ もがは を <ぞ であ ミ 
ま* も 種* Q 關 係から •*, ランドと Q 贸 f どに 關し 5 か 巧 力した こ 主 もを るが •このが 
あとい ふこと などは •互に 巧 巧して ねれば 非常に 巧 ホが すら.^ と 運ぶ。 併し 巧手の 円本に 
巧 ナる認 就が この 程度で 巧 交渉は 甚だ 困難で > その 巧に 5 ミも盘 々ま 巧を し P ゐち 
巧 巧ポ- ランぶ 相 常を か致鬟 Q 人 主 吾 A が訪 をして みても、 是に靈 が あるか •お# 
が ホつ てね るか •たど -U いふ 巧 閒は巧 通で • i さか 今時 そんなが 閒 をす る ことは な らうと 
ち へられる かも 知れぬ が •さう おへる のが ま* の 認就不 おとい ふ もので をる。 化が 牛 おを か 
む- 2 を 巧た r ホ I ランドの 婦人は •わなた は 目 本人で も 牛乳を がむ いかょ* 巧妙を 巧 巧を 巧 

した ことが わつ を。 をし <竟 傅と いふ も 的は •そ^ 巧 •そむ ホ 向に 佐つて お 化を おへ* 巧 ホ 
R 的の 化 A 
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卷绣 をを 目的と する ホ 面には フジ ャマ • g をで ル もょ いで あらぅ。 併し •二 巧 I ニ ホの 西に 洗 
おし 日本の ぶ 力を 示さな けれ ぱ をらぬ 瑞 合は > 日本の ホ 陸軍の 巧を を 示した もむ •大を 巧の - 
巧 H とか 》 大虽 工業化 帯の 責ま とか 》 世 巧を 風 巧して ゐる 日本の 船 か ホの 化が •がぅ した 卞 一 
面を 示ず ことに おつて 初めて 本を の 日本の 宜傳が 出 ホる ものと おム 。この お. ポ J ランドに 
ちし ホ 常に 化き わけて ゐた フランス のかを は 至れり を 甘り で、 ヴルソ I には フランス 閉 をの 
巧畫鬟 がわろ ナポレオン とい ム璧 であるが •モ をは フランス 峽巧 のみ 上贼 し* フラ 
ンス のを 化に 巧め て わる 〇 T 巧 八ち 巧、 吾々 も 巧に 巧つ たが •「フランスは 巧错 がれり」 と 
いんを ホ 空軍の か 煤を 化錄 した 立 汲な を 化 巧畫が あつた 〇ク ランスの おおが ぶ 風を々 と 現れ 
る# 巧に をる と 二》 一一一 千 巧の 一二 巧 かない ポ I ランドの 巧 巧は* 巧 お フランス はお 
い、 フランスに 巧ら— いん お々 が 葦。 が 共を みれ ち 7 ランスの 肇を どは 閒預 にな 
らめ蹇 で t : &‘が f とつて はさ 5 ではを い。 Bgf いふ も 3 はおで やる えと 皆* 

はぶつ てゐ るが ••ホ， ランドでは リィ ク七 ルが で 2 ので あろ 巧な ぶを がで やる おだし^ 


イク 乂かでゎぶのでをる。 巧な式をがでゃるぉがし，；； 



持た & 巧ん ら みれば* フランスの 彼 巧 も ホ 巧な 大海 巧に： 3? える。 おつて フランスに 賴る とい 
ふ 巧を が阳 がを 巧に 巧を つけられ、 從 つて か 交交 巧 も すら-...^ と 運 がれる。 がるに ホに なべ 
たかを 持 巧の . H 本に おする 認旣 では •巧 おに か 交を 巧ム 上に 巧に を 巧され る 巧と 思ふ〇 巧み 
におは ポ— ランドの 中霎 巧の 化 巧の が 科 まを 見た のでを るが 》 日本と いふ 期には •傕に ホ 
ici を 巧 ま •目 本とは 本州 •四 苗、 义州 •化^^ •これらのを々 わら 巧つ てなる 荣 にある 岛苗 
で わつ てな おを 臾巧 とする。 ホ これ ガ けで あつた。 巧 < のかき 化胳 である 。巧て おおす るを 
おは 巧 もを いが •巧 巧の 日本の 力、 日本の が 態を •本 當の捨 巧を 备阐に 知らし めを をら ぱ* 
日本の ぶ 巧と いふ もの も お 程が がする と 思 ふので ある。 

を 巧と いふ ことは 就に 大巧な ことで ある。 特に 巧 度のを いお 合に あつて は、 巧 巧が ま 巧を 
してぶ 供の な 巧を 巧 はれば ならね ことにな ゥ 、その 結 巧 •をに 國を 誤らし める とい ム ことが 
巧 巧に わるので ある •化して 巧 かにす ベを ものでは をい と 度 ふので わる • 


貪 《 場 s の* 

/ 

( I 二) な會巧 巧に 巧いて 

ホに を 時に がける ポ— ランドの なを 生活の資 梢に ないて なべて みょぅと 思 ふ •これは 现巧 
の 日本に も 夕み關 係が あるので •まに ドイツを 中む として 參考 をに 述べて みる ことにする。 

巧に 巧が おまつた 閒係上 •ボ！ ランドは 無論 統制 經巧 •なての 巧が 巧 制で 非常に 巧 巧され 
たが 態で あつた。 ところで •ドイツに がける 統制が 非常にぅ ま < 巧 つて わる ことは 周知り を 
ザで をる。 がて が 切符 制度で 磁 めて 圓 巧に 巧 はれ、 巧 巧み 自に夕 少の不 では あつで も 巧に ホ 
- ホらしい不やはをい。 ，例へばぶがにしても*吾々はか交をのパ スボ1卜を持つてゐたが>么每 
か 留巧臣 におして さへ ちの ふへ 巧け ぱ なぐ 切符を <れ て •その 切符の 巧 困 巧で 巧を をはねば 
ならめ ので ある。 さう して】 入】 挺 丹のを とい ム ものが かつて ゐ て* をの* がが めて 計 ザ 的 
にが 扣 されて たる。 ー ホ カ P リー < 必 巧と する 人 軸には】 ホ餘計 パンで も 巧で もま 給す るし 



が あ 巧を して ゐて餘 リヵ" け I を必 おとしを い 人脚には 科 < 巧^のを が 巧/、 たい。 而も 




が あ 徒を して ゐて餘 リカ" け— を必裝 としをい 人 削には 的 < が^のを がし^ 巧 一たい。 而も 
ホれ はかなが なかつ たを らば •み 何に 現 余を 持つ て 巧 つても お 物を 巧らない ので わ 
結局】 ホ カ。 リ I を 必要と する 人脚が お々 巧 さ 人で あつても-ホ 奕を をし. さう でない 人 W 
はか 巧に 赏裕 であ つても 餘計 にを へを いとい ふ狀 態に なつて ゐ る。 從 つて 彼等の 中には 不平 
が 巧らない 。こた 比べて 日を がて ちが 制々々 とを ひながら •少しで も おのを るを は 巧 
度へ 巧つ てち 切符な しに 自由にを 物を 廷泻 し、 巧 おぶ ベる ことが 出來 るので あるから > その 
转 度は 比較に をらない ものである 0 

また 阅取 引の 問題で あるが •ドイツに 於て はか 誌 結 無と 5 てよ いと 山ぶ。 これ もがに 巧 
ベた 巧 おの 巧 巧と いふ ことに 關巧 する ので あるが、 ドイツでは I つの 法令が 致 布され ると® 

日 施 巧され るので ある。 围 巧が をの 法令の 巧 神を よ < 汲み取つ て •かがに して その 法令の 巧 
巧を 生かす わと いふ ことにな をないで むる やうに 化 はれた。 がつ て その 巧を あいてが 巧を 巧 
し •利を を 得よう など、 いふ 巧閒 しい、 むの ものは ない ので ある 〇 これが ポ 1 ランドに ホる と i 
« 前 0 ホ 皮 


巧！ F 々« 〇ナ于 * 

度に ょ < を 巧を がつ て 巧らない •ドィツ 巧が ワルツ— を 卜：： 巧して •ぶ 巧 巧 行政を 塊 巧す るに M 

- 

當 つて， ドィツに がける と 巧 横を 氣持 とお 神を なて 一つの 法令を を 巧し •お H なに 祐巧 とい 
ム 調子で やつた ところ、 巧る ホを おいた。 物が が 巧 上 〇 に 鉛を する •殊にを お 品の おかがぶ 
し <> 巧し い 巧 ホは を 巧が 化 ザな < なつた。 これでは 不可ん とい ふので •现 をが 巧で 巧 巧し 
てゐる やぅに 夕 « おに 公が-巧 格を 化め たので をる。 ところが お H になる と 巧 店と いふ 商店は 
一巧に K 5 してみ を 巧らない。 一巧 閒 ばかり おつた が •これでは ワル ソー巿 巧が 生 巧を がけ 
て 巧 < ことが 化がない と 云 ふので •一巧を をを 解いて 一 冗 通りの 値段で 巧 つても よいと いふ こ 
とに をる と •巧 日は 巧 巧が 一巧に 開店す る。/^ んを わけで 》 公定 巧が では 不可ん とい ふこと 
にを つたので わる。 がが 日本に 巧る 巧には •ヴ ルブ I もを ろ < 切が 制 巧を 强制巧 巧し よろ 
とする あ 巧で あつた。 


走た ドイツに がける 曲み 引に 旣 ては •がが ドイツに を おか •まる 大きな 靴 M が、 巧 かの M 
誤で 六 > と をのな くが かな 巧を 面 化 引で 话 逆した。 それが 巧顯 される ことにを ると 1 二百 巧 マ 



1 ク のがを である。 その 骄 段のを 巧を がみ If 巧 マ I ク とい ふので， 一二な 巧 マー クを 謀して 


1 クの拥 をで ある。 その 巧 おのを が 産が 巧 If 巧 マ ー ク とい ふので、 I 二な 巧 マ I クを 課して 

も* かが 巧 ホる とい ふので このが かとを つたわけ である 0 K ィツの 刑が を かを 見る と •日本 

の お 則 0 かく あ卞 曲な 下の 巧を とはせ ず •二 千 旧な 上の 柯 をと いふ 巧に 規 をして ねる。 なつ 

て その 性 巧に ょつ て •またを の 人 聞に 化クて 巧を の 額を みを する t とが 曲來る ゥ悪揀 な人閒 

におして は 寫 巧の 巧を を 採す るので ある。 日本に がける かく •五 干 卸な 下の 巧を でもる 

わら 》 巧が あ 千圓 む卜： あれ ぱ妃 採ガ など、 いふ 者が おおに 巧ない のでを る。 

また わの 一年 拙に 互る ほ义を 制* これは 日本と 巧つて おがを 巧の 非常 管制で あるから •い 

つも 巧 巧 曲で わる。 この 巧 おの 中で 夜中で も 女子供が 巧り ホを が 曲 ホる ほどに 秩序が 保た I 

てゐ る。 その 原因は*^ 一寸した こそ •泥で もな 刑に おせられる からでを ろ 頭 家の 巧 ムを乂 を 
な 

W を お 用して 巧 ふが かさは* も惡 巧な 犯罪で をる とい ふ 息 巧で， あつ 巧 ひで ちが 日 死刑に 巧 
せられる ので ある 〇 彼に 哀 はしめ れぱ •かぅ いふ 非 国 巧 的を 化 罪を 犯す をは •たと ひを の 化 
巧は®々 を もので あつても •を 巧 上 巧す ぺ からざる もので わり、 か A る 人 巧を 生かして 挺い 
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ても膊 ホが の 役に もな たぬ •ザつ て 苗 おのた めには ホす ぺ からざる を 毒を 巧す ものである‘ 
とい ふわけ で 巧 刑に してし まんので ある。 これは ど して ゐ るので 》 暗 魚の 中で も お 巧と 
巧が がが 持され てゐ るので わる。 


一二 •戲爭 勃發の 直接の 原因 


雨 波 强爭勃 おの 直を の 原因は 巧と をつても ダンチヒ 閒 届で わる。 巧 t ダ ツチヒ は 巧な 吾* 
が 巧つて おても を る ことで あるが •巧が たる ドィツの 咕 でを つて •住 巧の 殆ん どを 巧と 
ぶつても 庭い 程の ものが あ < ドィツ人で わる 〇 なに ポ I ランドと しては ダンチヒに おしては 
巧を した ことを く •巧 巧<复| これを 放棄 b なければ をらない ものと して •これに 巧 ふるに 巧 
ホな グ デュ 卞 巧を 巧 鼓した のでを る。 而 して 破が 巧に ボ t フン ド 巧 あの 大陆 みなこの グ デ，, 



あな グ デュ 卞 をを 巧設 .したので ある。 而 して 殺が 既に ポ— ランド 巧 あの 大 が々 はこ 〇グデ 



ャの 港に ょつ て 巧され てね たので あつて* 巧な 上の ダン チ じの 巧 値なる ものは* ボー ランド 
にあつ て おめ て 倦 かなる も Q となつ て 居つ たので ある。 

なる にこの ダンチヒ おお 要求を 吿 げられ た 巧を •巧 かボ I ランドが これを 指 給した わと 云 
ふと •一つは がに 巧べ たやぅ に ドイツの 巧 ホは 單に ダンチヒ 問 屈に 止まらず して 必ず ナエ， 

コ の 例になる がかく •巧に 進んで コリ ド I ルな 遺 問 巧と をり、 巧いて 咨巧領 の おお 巧® にを 
資展 する であらぅ ことを 巧れ たのと •化の 一つは 近時 巧に 大围 となつ てがたと ころの ボ ー ラ 
ン ドのを ホの 巧に もなず る ことが 巧 ホない とを ふこと でを つたので をる。 、 

一乂 一二 丸 年のを ドイツから 巧 出された 要 ホは おめ てが 巧 的な もので をつ で， これを 受けを 
れ たからと 云つて せて ポ ー ランドのを ホに 關 する 程の ものでは を かつた ので わる。 がるに じ 
れを巧 巧す るに みび •巧 波が 巧は 急速に 惡 化の. I 巧を 辿る に 至つ たので をる。 か < て 八 巧と 
をる や ドイツは 巧が ソゲ ィ H 卜 とお 巧閱 なを 結ぶ に 至り、 ボ I ランドの な 巧は 巧め て 困 巧を 
ものと なつて 巧た ので ある。 がる 時に ポ ー ブンド 又な する こ-^ をく 巧な 同 巧を もつ てこれ に 
R 前の 倩历 
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巧が したので わる。 巧 かる 化 巧と をる に 及んで は •ド イブ としてもを 早 か 巧 政 巧に ょる 自己 
の 目的 途 巧の 不可 おを ちり •ポ I ランド 义 K イツとの 1 巧を 巧 悟 甘ざる を 巧ない 立場と なり 
遂に 九 巧 一日 巧 おが おを 見る に 至つ たので ある。 尙吾 々第一 二をから 見れば か 何に 近年 ポ—ラ 
ン ドに 度 力が 巧 ホた とはを へ、 巧と をつても 珪因 未だ 二十 年を 巧ぎ ね 新巧閣 索で あり •巧 力 
からを つても •人口から 云つても > 巧備 からを つても •到底 ドイツの 放では あり 巧ない と あ 
はれ、 义か何に養とお巧同盟をがおしたとはちへ： ^^のザをにかける巧備のが態から見 
て もを 逆なる 巧 巧の 期待 掛 巧ざる ことは 明白で* 1 ポ I ブンドは 巧 巧で み < ともな ヶ月 巧 
は をれ な 上の 歲 巧を ド イブと 恩は をければ をら をい ことの 明かなる お 巧に み 〇 ながら •何せ 
にれ ぃる 無 巧なる 軍を 巧て する に 至つ たか •寧ろ 不思 なに おはれる ので わる。 その 理由は】 
にが 巧せ るか > ボ— ランドの 閔巧化 •その 大巧 振り、 巧 力なを 自負 位に 因つ て 巧つ たもので 
ポ ー ランド 閒 巧む お 巧を 知る 爲 には 巧に な トーの 尊 巧を 知らな けれ ぱを くそ" の 剌斷に 苦しむ の 
でを る* 巧卞 るに g 々なを も Q が •をの 自 化の、 むを もち 巧む する にち る 巧は 巧に 团 ぶを 舆で 
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でを 3 •ち i ミに a 乂る さも 《 ホ その 自梭の 也を もろ 巧 > むする にち る 巧な 巧に 国ぶ を 誤で 



るが 如き 盛大なる 姑 架を 巧 米す る も© であつ て， をの 巧 例は 幾多が 巧 上に 巧る ことが 阳 巧る 
ので ある。 この おわが 日本が 扶 -0 しても 巧 < だを すべを ところで あらう と 化 ふ •‘ 


四， 載爭 準が 

ポ I ランドの 巧爭巧 備に 閒 する まがは 今尙 おがに 祕 せられて 居つ て •その 巧 巧を なること 
は 巧め て 田 おでを るが •大粗 ホの かくな 察する ことが 曲 ホる 〇ポ ー ラソ ドの 內 巧は スミ グリ 
— I 冗 帥を 巧 巧と すると ころのを 監 なにょり 牛 ずられ て 居り •困が も 又 巧に 信随 し、 反な 巧 巧 
巧 あとが ども •軍備 充ぎ に對 しては 公が ほ對 する もの、 ない が 態で あつたの である。 がし & 
がら 巧 巧 日を ほ淺く おな 义巧 かならざる ボ ー ランドが •如何に 巧 力した とは 云へ その 巧 巧の 
垣 巧は 推してなる ベを であらぅ。 锭 つて ぞ時 S 十^ 巧の 巧 おを ちして 居つ たのでは あるが 
度 前の 巧历 


寅 職 巧 巧の ナ于 * 

そ G ^ s がに 後 ホ 補給の 襄に 至つ ては 巧 且つ 不ホ をる ものが わつ たこ 重ぶ 度る のでが 
わろ 又靈 Q かを も そ Q 牧， < Q 大巧 分は畫 君— られ 50、 链锁編 斑され た潘 を- 
柔 おにを いては その お 巧が 巧の 巧 S かを も 息に 化せず •一巧 寞 § のぞ 巧と しての 塞 
にめ て 蒙を ぶに 堪 へない ものが わつ をので わろ 义ポ— ランド ぞ 巧の 特長ち その お r 
ら 見て 巧ッ畜 、卽ち 巧蓄に 虽をを垣 いて ホた ことは 罢で わつ て •致 巧 畜卽ち 西の ホ 
面に こ裝 向けを たのち 巧に 一垄克 年の— ち 護 装が お化して 巧てから— 的に 

手— けた— と f 4 一 量を Gf 。 ミ s 蓋馨 f 讓す るに を 

り 大いに •下 ラ V 卜亿 攫を 占 やらな けれげ なら わらぅ と受。 5, 3 ン ドな 巧 
は 響— の霎を 1、 ッ ルッ， お— 化 if 巧を 護し 開 思 か 巧に 一？ 
の— を 開— 雪 i が秦そ 01— をい if ミ •田— 

も •特に—- 厮が Qi 迫せ る 時局に 抽ナる|> 何とを つても 震不 If 免 
れ ないで ぁら ミ 至 二八 年な みはま 案 十 更年計 f 立 まし その 鍵な If 畫营 


• < 巧 名ブ •西 力 



b ホ 巧され たので わるが •これ# も 今 ホ 化 因のを 大 たる 一つと を ひ 巧る で わらう。 この 巧は 
まが 日本と しても 笑へ ない ことで •现ホ にがけ るかを がが の ホ*、 並に 巧 巧 おの 自給* 巧エ 
業の お 巧 巧に 閒 して •今一 =11 年 もを <目> めて これにを 手して 居つ た をれば* 恐ら <今0 の 
かを 困 巧な 化 おに 立ち 巧ら なわつ たでを らうし* 又考 へやう にょつ ては 日 まが 巧す らもな を 
をいで巧んだかもなれをい〇 このお化してポーラ ンドを笑へないのであつて吾々自らも巧< 

ちへ なけれ ぱ をらない こと〜 あム 。西が 苗 巧 ホ 面に がける ポ I ランドの 築 巧 狀態〇 かきは な 
上の 理由に ょつても 推を 化 巧る やうに > にな ホを もので わつて •かの 持 投 にして おが 的^ 

を 有する •トィ ツぞ おの 進擊 のがには を < が 等の 用 も 島 さを かつた ので ある。 東プ P シャ 方面 
をら れた 卜！ ナヵ ま地帶 のかき もを くな な 的な ものに 巧ぎ ず 》 吾々 がを の锁 巧に 巧つ 
て 見る に、 攻を である ドィツ X の ホの 田 境地 帶 にかけ る 築 巧は 巧め て 近代的な 立 根な ものが 
巧 热と 巧な つて 居る に ほし •防を である ポ I ランド 巧 •卽 ちその 築城に 巧つ て郵 はなければ 

をら をい ポ ー ランド 巧の 巧 域が 》 を かに おつて 居つ たと 云 ふことは 巧ガ商 白い 巧 ホで わる • ^ 
墙 前の 倩な 


資霸 

築が とを ふ ものは 化して 巧なる 巧 巧 的なる ものでは ない ので あつて •かめる ホの ものに と が 

- 

つても 貨にま 要な 巧 割を 巧ず る ものな ので ある。 ドィツの 巧 フランス 巧 巧に をり 化の 巧 名 & 

ジ I グフリ ！•& が 巧 じたが 巧を 考 へる 時 •径 めて 明 巧に をの 意 巧を 解す る ことが 化 巧る で 
あらぅ® 

尙联備 お 張 案に 就いて 見ても 一丸 S 六 年度には ホ 兵 I 軍 巧 及び ホ かの 裝 甲が 段 等の 創設た 
企 固した ので あるが、 その 巧 巧に 醜して は 疑問で をる。 义開 戰芭が 巧が 化が 换の おおぶ をを 
了し •なほが 巧 尚 お 方面に がける 部 おを 逐 ホが 强 しつ I をつ たので ある。 これ 等は そのを 巧 
を おざる 中に 開 政と なつた ホ 巧で をる。 何れにせょ ポ I ランドが 巧 迫した 巧 巧の 下に あるに 
も拘ら ず、 かお 齒 おおに 先見の明 がな < •その 宵 施が 極めて 採 怯で あつたのに 反し •ドィツ 
はヒ トラ J ながの 明斷 にょ 〇 を々 巧 お 備を完 巧し、 巧に 閒風 直が にあつ ては 例の タン ネンぺ 
ル ヒ附巧にがける乂な習にお口して》 巧ポ1ラ ンド戰に么巧をるをがなの動員を完了し> 何 
時にてもこれに废じ巧る巧備ゎ完巧しておつた^|{1|^に皎べ、 ボ1ラ ンドの58^は巧だすホみ 


で わつ たと おはなければ ならを い。 卽ち强 ホが ホ 分を るが 備 をを-、 こむ に 巧す る巧夕 がす 
ホみ をる 巧が ももつ て 立 向つ た、 なに 本 巧 閒のお 末は 巧に 明な にを 4 0 て 居つ たと を ふこと 
がは 巧る ので ある® 
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r 巧 波 巧 軍の か 巧 許畫. 

■ 

本閒 苗に 巧て は 駐爭な 巧を】 見す る時大 柏を なする に 巧くない ので •ナチ ス巧进 の 軍 首® 
巧の 卓な サ るか 巧 指 巧には « にな 版に 巧へ ない ので わる。 抑 e かおを を 曲す る ホ 面に 兵力を 
^6^^的におめると云ムことは》 巧術上千古ボ巧の巧則でをる。 ドィッ‘巧は巧に資巧にがて文 
字 ありこの 巧 則を in 巧した ので ある。® ち ドィッ 巧は その ま 巧 兵力の 巧ん ど 大巧を* 巧プ a 
シ卞ホ面から巧下してヮルッ1に巧ム巧と、 シレジヤ及びス 》バ午卞ち面から化おしてヮル 
ソ ー に巧ム 軍と に々 け •所 閑な 巧 巧 術 的に 甫 北から ヴルソ I に 巧つ て 巧 到し > その 包 团 下に 
ポ ー ランド 巧 ま 力を 巧が しま 0 たので わる。 この 際ポ I ゼン 方面の 巧 巧 附近には 殆んど 一 お 
たも sfi せず •ポ— ランド 巧 ま 力に おし 自由に その 侵入に 化廿 るが かき •なに* KW 不れ とま 
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はう かを 巧と をはう か •化を した 作 巧 指 巧を 朽 つた ひでをる •己れ におし ポ I ランド 軍は 巧 
んど贸 巧の 全 正面に 直り お 力を 分が 巧谊し •その 巧 巧と 設むぺ S ものは をかつた やうに 思は 
れ る。 この 作 思計畫 のをる が 巧 巧の 巧 化さと 巧 おつて、 巧 争の 巧 巧を が t ポ I ラン •卜 巧に と 
り困巧なる巧巧をお巧して巧つたのでわる。 開@^^^日にして巧巧のホ巧がヮルブ1巧をに巧 
した時株にをいても， 尙且つポ》ラ ンド巧のホカはポ1ゼ ン方面から 一 が巧巧に巧ひ侵んみ 
勢 か 度を 巧つて 居た やうな ijEJgj でぁつ て •一時は その 巧 族を 藤 ホに 報道 せらた ポ I ランド 
B 巧を して せしめた もので わる。 これに おし ドィツは 巧 入つ てがる をら 巧ん つて 巧い と 
をん 公然たる 巧 巧で* ポ I ゼン ホ 面には 巧ら お 巧を 挣 はず •一を をの 强 力なる 作 技が 畫 のな 
巧に 进 進した ことは > にぶ 服に 値する ものと お ふ。 而 して それが 爲 には 巧 巧の 巧に 巧す るを 
巧の信篇と巧解とがわゥ， をの||^3^にホみをるも0がをい巧合は》 巧おなななをる作巧のお 
巧と を ふことは 巧し 巧を いので わる。 巧 r ホ Rig 大巧に がて ドィツ 軍は B シャ 巧に 巧して 一 
時々 » をと ゥ 、そ のま 力を 巧 ホフ ランス 太 面に お 巧し、 のかく パリ t 目 巧して 侵ん して 
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巧つ たので わろ ミ か 巧 計 ミ 有 ぁを シ ュリ— 7 •ン 元帥の 謹になる もので‘ を 時のを 
i 長： トヶ雙 も夕ま 獲は したが 大ほ にが ミを ななした 0 でを ミが るに。 
シャ 巧§ ご シャ毎 入が な 器 反し 5<’ 同 碧が そ QS 下 忆香サ をを する に 
巧る や •舅は 5 として 蓋 0 蹇—し •まが ドィッ 震の 地た る 東 ご シャを 敵む- 
手に をね？ とは •ト ィッ 夏と し 蓋ぶべからざる と ミで わると &」> 軍部 及び 皮 おを ホ 

難す る 进愛壽 と」 Ts た？ & る。 霉 si を* トル ヶ雙は 巧？ Q 舅の 非 

巧に おする を 得 t ち 力なる 却 f 巧いて 東 ご シャに 送る に 至つ ちその 囊 •巧 f る 
ク •ネン ヘル ヒ Q 大 《货戲 力 巧 れ巧プ "シャ Q 危 巧は 完 をに おはれた のでを るが •その 
爲 マルヌ Q 篡 冥て お 力 Q 不足から 管 一叢に を- れる 皇0、 ひい 了は お ミを を 
9 巧 I 々器 乂 巧忆 がて 養 0 化を となら ざるを 巧を かつた の ミう C の おは 吾々 にと つ 
て も 巧に をる— を 巧 ミ も 《で わつ て •古 巧歸畫 tQS かを Q 何 まを 辜 巧を 
巧 さめと を ふこと ち ミこれ をの 愛 去 ホ g が 巧に それを 应 巧して 炫 るので ぁろ 
« # 0 な a 
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巧る に 今み 大« にがては •ド イブは ナナスに 因つ て その 目 巧の 持 巧を！！ なし • a 巧 又 これ 
におして を侣の 信な をを し、 その M を e 巧 固を りし S •たと ひボ— ランド 巧が ポ •ン方 
面 わら 直 巧 ペル リンに をる ことわり とする も、 この 一糸 巧れ ざる ナチ ス挤制 下の K イツ 巧 巧 
はが 等 H ダ 立てる じと &< 、巧び 前 大岛の 巧を 巧む 既 ほは 見られを かつた で わらう 。巧の 獲 
をが 煤に あつて 己 そ 巧が としても このな » なる 作 巧を、 を 公して 資巧 する ことが 闲巧 たので 
わる • t のな 巧みて まが 田 巧は どうで わらう か〇巧 してな の 一巧、 戎 はま 力が まが 苗 丈の 里 
巧なる ホ 面、 おに、 その！ の 附近に を 攻めん らんと する にを り 》 この ド イブ 因 巧の か < 化 
化と して Igg に 信 巧し 巧 かにな 巧して 》 が 巧に そのみを 巧して 居る ことが 巧 巧る であらう 
か •一寸した 巧 巧の 房 巧に も として 巧を なつのでは わるまい か 〇巧等 巧 <タム ると ころ 
も & く •又 巧 巧を る 巧な なさに も 巧ら ホ 》 今を 巧 ホの パ！！， クを 巧さん とする 任 巧た もつて 
居る 吾が 田 民と しては •なに 巧 巧すべき ところで わらう と 思 ふので わる • 
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二、 風爭疫 遺の おず ， 

作 域に 閱 しては 既に 公刊され た縣 をのみ もを る ことで をる から •此 度には これが 記 巧を 巧 
がする こと i ずる。 尙 をの 槪 要は ッル ソ - I な 巧の 日誌に がて 後述す るが、 をれ 等を 見れ ぱヴ 
ルブ ー から おた 作風が 沼のを 挽が 巧が W 米る ので ぁる。 

巧イる 文字 姐り 觉 巧の 作賊お 過でぁつて •乂體 の 戰爭の 結 ホは 閒 巧を 一】 迎肋 にして 巧に 巧 
* 心り •九 丹 十 セ 日 ザ 巧 ソゲ ィ ユ ト 軍が 阅 巧を 越ぇて ポ ー ランド 巧に 较 入す るに あび •をに そ 
の お ホを 見る に 至つ たので をる。 - 
WF を 班の 本 作 邸に たけるを 巧が みを 把へ てこ、 に檢 がし •をの 巧に ふれて 作 越の 推を の 
化 指の 若干を 記述す る こと、 する。 

載# のな S 
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. 三：^ 巧 軍の ま 巧いて 

巧み かの か < 今 ホの »洲 大巧 ホは、 ドイツ 巧の ポ I ランド あ擊 にを の 巧を 獲した もので わ 
る •この 時の ドイツを 巧の 巧 巧と いん ものは 資に目 巧 ましい もので あつた 〇を章 化 巧と いふ 
首 葉は •巧め てこの 巧爭 にがて まれた ので わるが、 その 常 ♦が 巧を 巧 巧 せしめた 巧大 なる 巧 
まち* にこの 空 巧が なじて ゐ ると いんこと が 巧 ホる。 

巧 時 ドイツ 空軍の 巧つ てね た況 § は •大巧 巧 1 が セ 千 か セ 千 五 巧な 化と 推を される 
のでを るが、 ボ— ランド 巧が に 巧 用され た 巧 雲は •大 が； での 一 二分の I 力ま 二分の I 化の 二 
平 五六 可 巧 ともお ひ > 一二 千 巧と も 云つ て わる 。巧ち ドイツに とつて は > その】 がの お 力と 巧 
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用した に*% 0 をい ので あるが •それでも •そのみ ホは® めて a 大 なる もので あつた • 

九 巧 一日み e 閒 巧と いふ こ-^- になつ たので あるが •を擊 巧の ドイツの 作駐 はなが にかを お 
し •九ち 八日の タ ホには 巧に その は ゥル ソ—が ルに をし •を 共は 大巧 巧に わて、 巧に ド 
イブ 軍の 巧 巧を 巧に したので わる。 か I る a 巧を 巧 巧 t な A たを の 最大の 原因は， 巧に 0 
の 巧！！ に 巧つ ものが みかつ たので ある 0 

ドイツを 巧は 九ち I 日の 巧 度と 同時に > その 巧 ホ ゼタを ぶ 巧を 化 巧し， その 有力なる 兵力 
をな て 》 ポ| ランドを 巧の 巧 巧 巧を おみに 互つ てが おし •巧！！ したので ある。 この な* 

》 に 化 9 •ホダ 募を 完了」 て && わつ たポ ，ランド 囊 はを く證 し* すと も その セ 八 

小 パ— セントは •巧に この 巧 一擊に 化つ で ホ 試し 去つ たと 云 はれて わる。 爾後 この 巧 1 々に 
が 巧され わポ— ランドを 巧は •をに 巧び 立ち上つ て ドイツ 空 巧に 巧 向 ふ巧氣 をを ひ •た ジ进 
げ巧 つて わる だけで あつて •制空 推と いふ， P のはを をに ドイツを 巧の 巧 中に 巧を たので わ 
つた 0 がつて 九 巧 二日な をの ドイツを 巧は •を 力を をげ て 地上の 作 城に を 力し 巧た ので ある。 j, 

載#. の g « 


貨 墙 場 

そのを 力の 方な がまた 甚だ 適切で ありな 巧を 樓め たもので & つて* を 初にえ づポ— ラン K の 
わら ゆる 段が 的ち お 施設 じの つてを のを 力を 集中した。 卽ち 飛行 巧 工場と かを 豁エ锡 とか、 
ぶは 錢道 交通の 裝 なで あると か •さぅ いつた ものに 楼巧を 巧 中した ので ある。 

これが 化 月 11H» 111H •四日と 一二 日 制 ぱかリ 巧 けられた ので あるが •をの 結巧ポ I ランド 
を ± にがけ る 交 进横閒 のす ぺ てが •をを に 停止して し ざ ひ、 九 巧 四日には ワルツ I を 出を し 
た 避 巧 民 列卑は •をく ワルソ ー 郊 かにが てが 進す 可能と なり •ヴ ルツ J に 引 おして 巧た ので 
わる。 巧 < のかく ホを なるみ 交 班が 閒 •道路と いふ ものは •あく ドィツ 空軍の 巧ぶ となつ で 
巧を された ため、 ポ ー ランドを の 統帥 部と いふ ものが •かがに 適 巧なる 妙案を 持つ てわたに 
しても •が 等 施す 術が なかつ セ わけで ある。 當 時の ポ I ランドは > 前述の かく •ホ だ 巧備も 
ちは ず、 S がを がめ 閔巧一 投の風 爭に對 する 余稱 にかて 快 < る ところ 甚だ 夕 かつた ため わ 
ら ゆるが 備が不 十み でを つを。 僅か 一二 十简師 饼の陛 がし か 持つ てね ない ポ I ヴン ドが、 その 
巧 笛 等の 巧な さへ も 終らな かつた ょい ふが 態で あつちが つて 九月 一日 閒极 となる や 引 
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试ネ巧 負 艳 をを 巧つ たのでは あるが > をれ ずら も閒戰 直を の ドイツを 軍に ょる 交通 機が のか 
试の ため* を 部 巧 ふこと が 化がず 驳 尊が おつて しまつた とい ふが おじな ち 至つ たので ある。 

巧 段の 巧貞 とい ふことは •部 おを 戲 時の 巧 制に なめる ことで あり •ホに この おつた ななた 
ホる作巧巧に運ぷといふこもであるが》 それがセめには先づ巧- に巧班^が必巧である® 
わづか & お 力し か 持つ てわない ポ ー ランド 巧が、 をの お 力のを 却を 動 貝す る ことす らも 出が 
ないで 優 巧を ドイツ 巧と 吸 ふこと にを つた •か i る 結 巧を おる に 至つ たの もを の ホつ て ホる 
こは ろ ドイツ 空 巧の 巧 力で をる • 

また ヴル ソー から ポー ゼンに 到る 瞄 には* 立 嵌を 自動 単 道路が 巧いて ゐ るので あるが • t 
の道巧も悉くがに立たを<なつた0 が化かといムと》 當がボ1ラ ン，卜ぞはボ》ゼ ンの巧巧附 
あに 集中して わたので、 をの 後 ホの 道 巧には 锁更 とか、 砲兵と か •それらの 自巧単 部 おとい 
ム やぅな ものが 極々 巧 巧に 注 ホして ゐ ろか 論 巧のを ホの 作戰路 とい ふ ものは 》 ザ なや 人馬 
巧で ホ 巧して わるの が 常で わるが、 それに 巧つ て ドイツ 法# 咲が 侵 勢な を 巧を なて お 巧に 互 6 
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つてな 烈 なが 擊を かへ たので ある。 をの 爆餐 をを けた 後の が 巧と いふ ものは 資 にを めな もの 
で' が 上には 自動 単が 巧 われて ゐろ 馬が 巧れ てね ろ 卑輛が 巧 « して ゐろ それが 巧 巧に 
互つて 化 思され てゐ るので •道路は を < 塞がれて 通 巧す る C とが 巧 ホない 〇かゥ いふ 狀 旗で 
巧 わ 一二 四日の おにを を迅 ISS が おど 化 治して しまつた ので & る。 從 つて ッ ルッ— から 兵 巧 • 
巧 奠を前 ホに 送らう にも •食糧を をら ゥ にも •巧 おおを おらう にもを < をのつ け やうが を < 
&つてし*つた* 劣巧なお力をなて巧巧なドィッ寒に立ち巧ふポ—ラ ンド巧としては* 洩忿 
且つ お 巧に 兵力の » 送を 行 ひ 或 巧 合は 化 ホに 採つて 巧 •をた 彼 ホに おつて 巧く とい ムム うち 
軍 戾用薛 でを へぱ •巧が か 故と いふ ものを 巧は なければ ならね。 ところが 斤 時な 時に ち も E 
巧を 交通！^ がか 絶して しを つたので ある。 故に •ドィッの 優 巧な 巧 巧 化 お 苗ち これに 巧 
* してを 方面から 巧 込んだ 巧と 巧 傍つて， 南の ホの 一 お 巧卽ち 巧の 方の ま 力 •化の ホの 巧プ 
"シ卞 に 巧つ た 一巧 おとい ム ふうに、 ポ— ランド 巧は み 街に 大巧が をされ るお裝 とを つたの 
である。 巧してこのドィブ軍の爆|^の4^||といムものは窗に巧事をもので^ 化ホは赛門なと 


して 巧て わたので あるが* をの 巧が な ことか おかなる こと. を <お 、むに 堪 へぬ ものが ある。 

前述した か < 、乂巧 二日から 四日に ぶる S 目閒 •ドイツは‘ を § のを 巧を 择擊 したので • 
わるが •その i を 少し 述べて みたい と 思 ふ 0 

• » 

巧を おのか <ヴ ルツ— の 巧の 中には • T を 東京の 巧 巧 川の やぅな がが ホれ てね る。 この 巧 

に 一二 本 ばかりの® をな 橘 巧が 巧つ て わる。 をの 橋を を ドイツ 空が は 化つて 巧擊 にがた •巧 巧 

巧は を 郁 巧 あな 忿 がて 巧 巧 巧で， _ 目较 とする 裕榮 のな 上に ホて さつと 稱 首を 下げ 急降下し， 

巧 巧を 巧 下す ると 同時に S 上げて 去る とい ム搂擊 法を 巧つ たので ホる。 

化の 巧擊 法は* 命中 辛は 巧め てょ いのでを るが •巧め なの 準備して わる 义 力の 中に みを 巧 

して 巧 込む ので わるから、 甚だ 危險な 率の ネ- いものと いんこと が扣 巧る。 この 危晚を ド イブ 

をボは 何等を にかせ ホ 巧 巧した ので ある。 大括千 四 五ち 米 位の 高 巧を あつて 巧て •そわから 

巧！！！ 巧 穏に入 〇 と 八奇ホ 化が 下した がで おがし 巧に 连駐 する ので あろ 共の が おて むる と > 

. _ 

地上には ^ な •巧亂 砲が おかに なんでた て •雨 巧と 火力を 集中し、 な ホ 巧は 大きな 乂 のが が 

巧が Q R 巧 
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もを つて 巧 の 方へ お敌 にを 中す ミを の 中を 巧 巧の 巧 除に をつて •第一 吞株 • a いで 二 か 
ホ 巧 • S ホ おとい ふわう にか 巧 巧 おして 目 巧を 巧# する お 様は 巧に 壯觀 である。 而もを の 巧 
擊 にはな ひがを く 巧 正面の 目 巧に 巧つて 巧る ので、 をのを 巧に ねるな 共は 何等の 危 おを f 
る ことな < 巧て わる じと が 巧 巧る。 下な 大巧 巧は 巧の 里 巧な 巧 おから 五 百 米 ばかり 離れた 所 
にわる が •大巧 巧の 屋 巧に 上つて 巧め てね ると •下 巧 崖 巧の 上の おおのな 上の 上さに 達する 
とを 巧 下 巧 程に 入りな ♦する のでを るから， 巧 也して 巧て わられる やうな が 旗で あ 0 た • 

又 ヮルソ I のなかに ある ボ ー ブンド】 二と 云 はれる 有を な 飛 巧みに ホた 巧が なのかを は* 
もうを < 化 巧の 巧 悟で •僅か 六 巧の 巧# 巧であつた が 飛行場は 一 巧に してを く 燃ぇ 上つて し 
ホつ たので ある。 をは 巧 官窒の 窓から なて ゐ たので あるが、 飛 巧 場の 上に 巧て さ 0 と 下つ て 
巧て •话 どなぇ を < なつて、 まは 巧ち たのでは あるを いかと おはれる ほど 突 a んで 巧# する 
0 である。 がつ てを を じを 酥 がな 中す る。 併し 地上から もし こたを 射たれ •この 化 巧の な 巧 
々なの 中二 巧は 夕 R *- 一れ 巧り の 四 巧 も あらく 巧當の 巧を をを けたで わらう から* 巧して ぶ 也 



々煤の 中二 巧は 巧 《5 れ巧 りの 四 巧 もを らくが 當の 巧を を 受けた であらう から* おしてを 也 



に »れ たか どぅか これは 巧閒 e ある。 こむ 「巧 巧 巧を ザ 被た ょ」 とお、 ふ 巧が にお L •飽 < を 
f に、 あくを 巧 かに 巧 化を 巧して 巧 拴んで ホる 巧 節 ドィツ 魂と いん ものに、 おはな に、 むを 
打たれた 0 である。 

こ i 乏巧受 い to は、 ポ， ，ン •卜 お蓉 かりでは をい •そ §0 ノル々- ，作 政 
にも • i た- 闽方 フランス 方面に かける 攻擊 にがいても 隨 所に を摧 されて ねろ オランダに 侵 
入した を 軍の 中で 巧ぶ にを つたのは •巧のを 徐 挺身な である。 常時 ドィツで 完 をに 縮 成され 
たのは、 巧 かに 一巧 師曲 あつた。 その 1 i 巧の 編が は •所謂な 下 か 降下 部 おとい ム ものが 
一巧 霞 •その かにを おおみ おとい ふ ものが 二 巧 聯隊 位 ある。 これが 一講 曲に お めら れ》 
師曲 長に 巧が されて わる。 その 空辕 挺身が が オランダを 巧# した 時は •巧 承知の 如 < を 初に 

巧 下を が 養 5 £ 中から 裘て •そた 塞を 齊 葛を 這畫 。そ csw がを 中 

お 送され •また 巧 おが 餘 おされる 〇 どん"^ を 陸して* 大碗 でも クン ク でも 巧關な でも おど 
堯 をに お这 されて、 そこで 巧 力を 巧 ザす る ことになる。 をのを おおみ おの 攻睾の 化 態を ども 
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lit に 化 巧 おを る もので* 班に この 歸巧 長の かを は* が おに お ホして ホ 頭を 巧つて 巧び 下 ゥ》 
自ら も靈 をを つたので をる が •師 曲を が 率先して 空 まら 飛び下りて なを 孜巧 するとい ふ 
やうを ことは* ホ だ 他 段に をの 例を おない ことで わる • 

义 ベル ギふ留 巧には； ご メルた ふ 巧 塞がを る。 これ 美 巧し なな ぱ 7 ランスに 
侵乂することが化ホない。 下度巧 1 々のお洲大抵にかけるリ ユ ー ジ • 巧をといムやうを巧巧 
のな 谊 でぁつた。 K ィツ 巧が この 要塞に 巧つて どうし たれを いふ も •地上から もを 巧に 巧參 
すると 同時に、 この 墨の 巧 上に 落下み 降下が おを 下しち そし ミの か 巧 的な 巧 下りに 巧 
0 て •がか 育 意らず のを 下を の お 負で わつ たちを に 後. をを がいて しを つたので ぁる。 一 
巧を 下み の 巧 下がな を ふのは I おの 原則として •大巧な の 居ら 《がに 降下し* そこから 巧 
動を 巧して 目 巧を をが する のが 建が でを ろ 何故 なれち 畫 の やうに 空中から ふはく 巧 
下して がるので わるから •地上で がから 十々 にが 儲して ねるなら ぱ 、下りて ホる 人 おを‘ j 乂 
一人 巧 ひがち にが 巧す る ことが 化 ホる。 锭 つて かが 十み にが 猶 して ゐ るみ 所 》 巧 にお まとい 


— 50 



如 巧に 巧： 卜伞部 おを 下す とい ふことは 》 I 胺の戟 巧^ら をへ ぱ •非 巧に 誤りで あると いふ こ 
とが 巧來 る。 これを がて ドイツ 巧は 資 巧し •而も 絡ち に 巧 おを 化め たので をる。 ををまで 巧 
巧の 巧 求す ると ころ 巧に 巧を も あれず •がが と 巧ち 巧ム とこを の ドイツを 巧 巧が こ、 にもな 
はれる のでを る • 

ホた フランス 巧が 巧攻不 巧を 薛 つた 例の マデノ 要塞を セダン 附 なに 於て j 擧 にして 巧 巧し 

去つ たので わるが •この セダンが 近のを 巧に 當 つても 空軍は おも 巧-をな 役 巧を 巧 じて わる〇- 

助ち この ホ 面のを をな 突 巧に 巧つた ドイツ おは、 大お 一箇 師 曲に！ 持 力 至 一二 巧の 冗 面を 持を 

させ、】 おお 巧に 巧 進した ので あるが •これに おし ドイツを 軍は 大巧 曲の 正面に ぶな 

巧み かの 巧擊 巧を 同時にを 力 させち 卽を 一、 一二 巧の 正面に 五 百な であるから > わの 巧は 正 

面が 二、 S 十が あると すれば、 佳に あ 干 巧の 飛 一 CIS を 協力 させて ゐ る。 この 研 巧な のな 力の 

をと いふ ものは、 巧に ちょつ とな 傑の 出 ホない 化な 烈な もので をつ て •おが 7 ルソー にわる 

を 時 •ドイツの 巧が 擊 除が 攻擊に ホた 構 おを おへて みるち 同時に 巧た のは 音 一 •云 十拽 巧— 
R 巧の 色坦 



* •夕 ちの す 

たのが ー ホ タ いもので をつ たが •それだけの 巧 巧 巧で も 同時に 巧が にがた のを あから 見て わ 
ると 》 目 がは む やぅな あがした 〇大 をな 巧を 城げ たお 巧 機が 空を お ふとい ム朦 じがした ので 
わろ それが 同時に 五百樓 もがた 巧は’ 度 巧を るに 盡 せない 化の お烈な もので わつ ち 而も 
それが を t ち お 二 巧な 乃至 二百を 十 巧と いふな 巧を 巧す ので あるから、 を < 巧 逆のを 下 も 巧 
ならめ 化 巧で わつ たと あはれ る 〇責巧 話に 巧いた のかを るが、 當時 をの 俊 涅乂紛 の 中には， 
フラ-\スおが裝がした？^おや义抱を巧へて待つてわたのであるが》 この大巧«を受け> そ 
のは 巧な 力に 化つ て 一時 椅： え狀 おに 陷 つたので をる。 もこへ 引 巧いて ドィツの 拽が 化が 
民の ホ 巧が 巧た ので •巧 おの 巧攻不 巧の マ デ ノ紋も 一巧に 巧 巧され たので ある。 

巧 < のか < ド ィブを 巧は、 到る をに なぶを 猩ゥ したので あつて* 「海を 制する 者は 世 巧を が 
ず」 といつ たおの 時代から •巧に 「をを W する ものは サ 巧た 拍 す」 とい ふ 時代 にがつた C 4 
ザ 明 K に痕 はれる 0 で わる， 

ま}4^の二月巧》 をはヴ ル ブ 1を出て 1 巧フ < ンラ ンドに巧つた。 ブ芬巧をのを中でわつた 
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ま おの 二月 巧》 をは ヮルブ I を 巧て 一時 フィンランドに 巧つ た。 ブ芬致 ホの 息 中で わつ た 
が、 フィン ブンド 側に 從 巧して •この 戰ホ のが 態を 巧た ので あるが •この 時 も ホを 軍の 巧 力 
と 巧 化と いふ ものを 痛ぶ したので わる • 

フィンランドは、 人口が ブ ヴィエトの 五十々 の 一し わない 小 西で わるから •そのを 巧と 云 
つても おへる ほどし かない。 風閒際 》 所謂 鹏遂 なでを るが、 それ も 第一 紛に 化る のは 僅 如】 
中を か 二 中な 位で •これは まとして 案岛 の戰瑞 にがてが の 法 巧から 誰ら なけれ ぱ ならぬ 蛋巧 
な 軍隊 •を 茜る のに もが-がな ところで、 風紋の 巧 ホの 化码 には この 驅遂 おとい ふ ものが をが 
な < •を < お 巧 销の懇 でを つち 

4 た义 砲な ども 巧め てを 弱で、 而も 大部分は 第一線の 戰 岡に 使用され •巧 都 ヘルシンキに 
なかれた 烏が 砲は 僮か敌 門を をへ るに 涵 ダない 狀態 でを つち 彈か系 化して ねる ので、 な 
の 巧 巧 巧が® く 降りて ホて おぜに 命中 するとい ふ 見込が ついた 時で なければ •がたない。 ホ 
こ •ソヴィエトのを 軍は をく 傍 おお 人に、 思ム がま、 にがれ 拠る ことが 巧來 たので ある® 



寅 3 ち。* チ, 

大おお#法といふものは> 巧迪下からがたれるとか又はれの戰巧巧の^|^:^がわるといふ巧 W 

- 

<1口にがては* 早をに目おを化つて降下し》 パッとな巧ををしてサッサと彼ホに逃げ去るのが 
巧 法で わる。 ソな 巧な にがけ る ッグ ィ 4 卜を 巧は さぅ いふむ 度は みし もない ので •目 镑の上 
をに ザて な々 とが 巧し •な 回 も 目 括を 巧り 直して これでょ しとい ふ 時に 巧 巧して 飛び去る と 
いふ^ 持々 たる 及を が 化 巧を ので わる。 

ぞ f 《ンゴ といん 巧が あろを 時 我は 其 度に-度 お 巧つ て おた ので わるが •そこで 痛 巧に 
ぶじた £ とは、 がを 權も定 < また 巧を 化設 もを い 囲 おが •敵のを 巧に 巧 はれる と •度に i 
なお 巧を 生ずる とい ふ t とで わる 〇巧 上から が もな 巧す る ことが 曲 巧を い。 た r かにが たれ 
がられ 化しと いふ 化 巧で あるから •これは ど おがな ことは をい • • 

併し ッ巧 及に がて*; をれ だけ 巧 かにの つた フ < ンヲン ド 人と いふ ものは 黄に かいとぶ ふ。 

留度 巧は 巧 車に 乗つ て！^ に朽 く。 巧单 がみ 止す る i •乘 をは 巧 制 的に な 八が 夕を诞 ける V - 

わにを つた 巧を 餐の 中に 入れられ、 をの 中で 一時 閒 でも 二 時間で も爵 巧に 待つ てゐ るので あ 


めに 巧つ た 巧を 《の 中 にんれ られ > をの 中で 一時 閒 でも 二 時間で も靜 康に砖 つて ゐ るので ぁ 
る〇 巧の 飛行 巧が また 巧 巧す るか もみれ ねので、® フィンランドを ± に 巧が を 認め 中と い 
ふこと にを つて 巧め て 空 巧# 巧 解除され るので、 それまで 待 0 ので ぁろ さぅ して 解除に な 
つて ルに 曲ても i たなの 巧 巧沒が 巧る と 巧び を a * おが 巧せられ •そこで また 巧を の 巧 さ g 
に をげ をむ。 そこで また 一時 阳化 待つ て！^ と共に ホに 化て ホる。 金 巧 やで をつ たものは、 
巧 巧 も ス1ブ もみを みえて ゐ るので、 給 化が 巧て 巧び 巧 巧た 沮 める 〇れゥ いんを めな 生活を 
しなければ ならめ ので わる • 

これを 巧す るに •を 軍と いム ものが なわつ たを らぱ •現代の 及爭 はぶな しを いとい ふ 巧が 
曲 來る〇 劣 巧を を 軍を 蒋 つてね る® 巧 叉は なに 制空 祖を 担ら れた 場合は •巧爭 とい ふ ものは 
が 巧に 阻 巧な ものと なる。 おは 柿を 巧を 巧手® に 捏られ たを らぱ 巧を をす るな とい ひたい。 
面は もぅを けたと 云 ひ 巧る とな ム〇 



«« 巧 巧の ナチ ス 


ホに 化 Q 班を 忆 かいて お干 ッヴ 4 が 空 Q 化 態に 就い 5 •へて みたと 思え 翼 知 
のかく •ソヴ ィょ卜 は、 例の 巧 業 五箇 年 計 あ 其 他から 化を とい ふこと におし 非常に 力を入れ 
て 巧た もので > 駐 前の 評判では •質の ことは 別と して > ホに かては 恐らく 世界 巧-では ある 
1>4いかとのことであつた。 このッヴィ ユト空巧の化態を致も適巧に表現したのが》 例のちを 
な 化 空 日で わる 0 

お 年 八月 十八 日 巧に が 空 曰が 制を されて をり •モス n 1 巧 ルの ツシノのと 云 ム巧巧 巧に が 
てを 菌的 •肉 お 的 巧 莽 で’ わる 化を 目が 開倘 される。 これは 秘お にも 寬 おな 事な ので、 見に 巧 
つたので をる が •巧め てを の 巧 がをおて •なお ホに ぶが ながを 日の 化 態に 》 を< を 巧した。 
.化 巧に がても 巧闻 がを 巧で 巧 々がを 円を 開 継す るので あるが •をの 規 横にが て その 參加巧 お 
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にがて • t じ-空 おの 巧 巧が わる。 ま 日は 雲の 巧 事 もを がかみ’ モス コ—ホ おはか 説 •貪 
のん* が ホく ツシノ 巧 巧 巧に 來て •その 巧 囲を 十 厘 •二十 虽と あを く 盛な で わろ 巧静 をが 
ホのを 閔 の 巧 巧 沿に 防な ある 矣巧 待され て 巧 <• 


ホづ巧 一に 8|< ことろ 巧 固 Q が 空 0 ま 晴らしい ことで わる。 巧 閒化囊 がな 百 巧 も 巧を 
たして、々 列したり* まは をに スタ， リごレ i ン 等の 文 宇を 巧 巧 巧で 描いて 上を を巧ム 
ので わろ をが あく 巧 用 巧では なく 巧 閒拽で わろ を だけの 致が ぁる こ ともおく •へを こ 
とで わるが、 われ ガ けの おが 巧 巧の 出 巧る 巧 間 巧が をを 持つ てね ると いふ こと も •ホが とを 
つても 巧 因ょりも 巧 等 巧れ てね ると 云 ふこと が 出？。 こ のお お辦 行を する のは 僅か ルが 分 
の-お 閒 がを ホの 人達で、 をの ホに 現れる S て 高な の 飛 巧 巧で 盛を 离等巧 巧を 巧ず る 
これらの ち 等 巧 巧な ども •巧な の】 巧 巧な 古に 劣らぬな 波を 飛 •巧 振りを を 巧す るので ぁる。 

ホに なおの 巧いた のは グ ライで で わる。 ながが なする 迄ち 日 考はグ ライ ダ— たム 
ものが 巧る 貧 巧で、 また】 むの グラ イダ I に 巧す るか 巧 もを がない とい ム化 旗で わつ た〇と 巧 
爾 争 0 麵 ■ 


資 載 の ナ^> 

ころが •巧 ふでは 五 •六 掛から 八 > 九 巧の 巧 按のグ ライ ダ— が 一つの 孰 巧 巧で 同時に ホいて か 

- 

離 おする。 が もを がた る閒 巧を 巧 0 て 巧に 見 春に 離陣 する。 をの 巧 陸 振りを 見た 時 おは， を 
< おいた ので わる。 それが 飛行場の 上を 一二 千 ホ 化の がで « を 巧る と > を> をの 列を をして、 

巧厢 なを 巧 巧 •グ ライ ダ I の 難れ 美を どん-^ やつて 飛 巧 場に を 陸す るので ある。 こ K を ど 
ホ婚 ながら 巧 西は ホ ザ-^ ソヴィエト や ドイツに を かに 劣つ て わる ことを » 音し 得る ので A 

ろ 

ホ 後に が确 ソヴィエトの 巧 も 得を とする デ ポント •卽ろ 化を 巧 HI •が 下を 巧 ホる。 その 巧 
下の 化 旗は 度に 見 巧を もので わる。 

大型の お送稱 にを e た 十 あの おおを 巧ち 巧 巧 巧の 上を に 巧 < とさつと I 巧に 巧 下りる • 

巧び 下る と 同時に、】 面に お拓に 化を！！ めた やうに 巧下伞 がが び-一^る。 巧 下み にはを* を 色 
がを つて あるので 度に 巧 足で ある。 それが よく 巧 g を 巧って あるので、 ホ < 巧 巧 巧の がい 範 
困に 着陸ず る。 その 有 巧は •彼等が 世み に 自任して わるので わるが > を< 自 巧の jeog がわる 



とお ム 。この 巧！ Ml ■について は •化の 困で あるから がに 銜を しわが 巧が 施されて ゐる 。おお 


とあム 。この 巧}^ について は， 化の 困で あるから 食に 撤 をした がちが 化されて ゐ る。 が 共 
が 巧を ホ < も 大巧の 巧 も ホ も あの W にを 下み のな 章を ぞ けて 巧 息に 步 いてね るのに 到るな で 
貧ろこの菱を巧けてわるのちなて j ^¢4 l ■下巧なのがおまでわろ本當にをやからを^4 l - 
で 巧び 下りたち おを で わる こと t ザして わるので わる。 その おはが 十 巧 •巧ら < 苗ち 人は 上 
ももる かも なれ & い。 それが 巧して 日本には 巧 人 居る で わらぅ か。 巧みて 4 ことに 巧を な こ 
とで わる • C れ もた 巧を おへでは 化 目で、 からしつ かゥ卑 なし 訓な しなければ •巧 時に 
當 つては 巧 巧 巧に 化たない もので わる t とを ならねば をら ね。 

i たち 閒巧 空に 巧いても i でぁる。 » みかの か < •巧 洗の みス 巧は •巧閒 が 空の がを 巧 
に 巧つ てが を 巧は 娟の 目の か < おられて ゐ て、 何 をに 巧 < にも 自由自在に 巧 巧 巧の 利用が 化 
巧る。 巧あなドィッのル フト ハ ンザの化空巧のかきは t に索晴らし^^ましてわる。 了巧巧 
H の 巧な » であが S 単が ぶち 化り 入 〇 代り 赛 着して ゐる やぅな 化 煤で、 み號行 巧の 巧 巧 巧が 
ま 巧す るの が 見を けられる。 巧 か 午前に I 回 •一日に 一回と いふ 辨巧 巧では をい。 



貧* 4 a のナ ♦« 

まを 飛行 巧に がても 所謂 ラデオ •ピ— コンの 設備が 十分に 巧 巧て ねる ので •巧へ ぱ をが 密 
塞に おれて ねても 何の 用 巧 もを < 飛びな ち > をはを 控 する。 巧 おが 惡 いからが びな たない と 
いふじとは 巧 どない 有 横で ある 0 

をは 或る時 リガと スゥ- 1 デン 0 スト イク ホル A の お》 あの パル チ， ク 海を 越えた ことが 
ある。 スゥ - J デンの 方から リガに 近づ < におつて 雪が 曲て 巧て、 ホに 巧く におつて 富が » 
< をる。 おはみ く 雲の 下に 出を ければ 寿 陸が 化 ホなくなる のぢ やない かと 也 K しち 日本の 
化を 巧なら ぱ 必ず 雲の 下に 化る。 をの ためよく 新聞で 見る やうに •鉛な 山 化 迄 巧つ て 霉の上 
を 越せば よいので あるが、 な 鹿 山 化には さう いふ 雲が 巧いて ゐ るので •化 ホな しに 雪の下へ 
何とか 拔 けて 行かう とする ので •巧 常に 苦 巧を する。 己む をく 巧 田に 引返す ピ いふ ことにを 
る。 をは 日本の 狀 態で 巧 おして ゐ るので あるから •どうを るで あらう とか、 む 巧した 。たうと 
う リポの 上に ホた とお ふ < らゐ のと ころで •巧 首を 下して ぐつ と 巧 a んで巧 <0 の 十み ぐら 
む 曼中巧 巧を して わると、 まがな < なつて 下がを える 〇 1 二百 ホ 化の 下を るると •を こは リガ 

9 巧ブ ご- 4 SI 5 I し C を さ t を. でよ ご b こ • t こ 巧# がと、— •こ， cii 巧 8?ブ 
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0 巧 巧 場の 巧 上で 11 してを は ホ 畦す れぱ ょいので をる •資 に投備 がょ い •これは 巧阳ブ 
デオ •ピ I コンに 依つ て 導かれる わらを むして 雲上 飛行が 化來る 心で ある。 ソゲ < エトの み 
くの 适 おな 巧 巧 踢へ港 陸す る 巧 合 もを 同 稼で •更に 技術の 進んで わる ドィッ にがては お論尝 
を 巧いて 着陸ず ると いふ ことは 任に 磁 めて 自由に やつて ゐ る。 を 除 向 ふの 飛行機に 巧る が 巧 
は > 何等 危險も 、むが もな < •巧で をい ので あるから •なな ども 始が飛 § を 巧つ た。 貨をも 
また さう 日本の やうに 商い ものでは ない ので ある。 

かう いふ やうに， ドィッ や ソゲ ィ H 卜 のが をの 狀胳は •巧と 云つても 巧國 •巧に 思 前の 化 
化に 巧べ ると 遙 かに 進んで わ セと いふ ことが 出 ホる。 

ホ ひわが 日本 もこの 巧沒を 契機と してが をのが 化が 飛 巧 的に を展 しちを が 僅を を 巧 か 
日本を 谓 守に してむ るう ちに、 な 前と 較ぺて 期 巧 的を 巡 ホを した 〇 併し ホ だ < 「あひなけ 
迫 巧せ」 の 巧 悟が 必巧 でを らうと お ふ。. 
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(二) 振械化 巧な のま H にがいで 

を 巧と 相俟つて 駐 をの お 移に 巧大 をる が 巧を あぽした ものに ドィツの 巧が 化が なを 忘れて 
はならをい。 ドィツ巧械化巧巧の侵秀性は巧が巧に周かの*'^でをつたが、 巧除に本抵爭に . 
巧 H したと ころたち ると， をく ぶ 化に 巧へ をい ものが ホる。 抵爭の おつた のが 九月 一日で， 
九月 八日には 历に その ホ絳が ワルツ ー に！^ に巧连 して 居り、 吾* は ワルツ IQ 大巧 巧 巧に 
がいて 》 tt に その 日の 夕方が かに 巧 聲の轟 < のを 田く に 巧つ たので わを この 閒ボ ー ゼン 及 
びク1 f ^ n 1ホ面にはホダ巧化用軍の巧巧がぁつて巧お時して居たのでゎるが‘ これ1找化 
巧 皮は この！ Ml を 突破 •巧 身して 敝 の— あ < 迫って ホた ので わつ た。 資に巧 巧と 苦は うか 
無 巧と 黄は ウ か， 作 R の 巧 ホす ると ころ 水义 もな ザざる ナチ ス稱 神の 現 はれを 見る ことが 化 
巧る ので わる。 巧 < のか < F イブ 軍は モの ft 巧を る 巧 拭 化 巧な によつ て* ほ 巧に ポ I ラン K 
軍の 1 た 巧 皮し •こかを み 巧し， をぶ 西に ポ I ラン •卜 巧を 包 困し •これを み 化に > 巧 する 



か B に 化た ので わる。 そむか 度 0 の函 乂 なる 巧 « は、 さに この « が 化が 巧に ょつ て 巧ぜら 



作 度に 化た ので わる。 そむか 度 seas の虽大 をる が 巧は、 まに この 笛が 化埼 巧に ょつ て なぜら 
れ たので ある。 がしながら 彼等が 巧 < のか <巧 かに 巧 動す るた め、 時には 後方 を 巧 たれ 
をみ なる ejn? におつ た 巧 巧 も 少< は & かつた。 レン ベルグ ホ 面に 向つ た】 巧み 巧の かさは そ 
の 一例で •巧に を ホとの i は瘡 86 せられ 巧 巧 おおに をいて をが の 悲運に をつた 0 である。 
が もれ i る 巧 化の 生を する ことは な あせらる i もの わるに おら ホ、 巧 も 巧る-, こと &< •か 
をのを < ところ 货が として 巧 化して 巧る その JE® には •巧に を もなかし める ものが わる 
ので わる • • 

巧 t 巧 代 班の i としては •このを 巧と 相俟つて 巧受 なる 挣が化 却な を もつ とを ふこと が 
なお 必須の がかで あつて* 典 化に をけ る 巧 一巧の 陸軍と 云 ふ ものは •をの 里 巧を る 巧な の大 
な々 は ホ < 巧が 化せられた 郁 おでを ると を つても 巧言では をい。 この お特 巧な 通* の# 巧 か 
ら！ 梅に 論ずる こ 去は 出 ホない が、 まが 陛 巧の 巧 備にを いても， おが あらゆる 關 がから 隧軍 
のか 陶 する 巧が 化が 化 巧ない ので ホを におな しで 居た ので わる •がる 化 時 迫 おせる 田 勢 
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3 き，： 

ミを— 迸なる を 備の粧 お 的 i お蹇畜 から 設 めら た その さ 〔を 見を 到つ たのは 
巧に 喜ぶ ぺを累 で わると 云は なけれ ぱ をらない。？ がツヴ 4 エト •ドィツ、 7 ラン スタ 
これ 等备困 S おを 見る 時、 巧に をのな お まを 巧て 巧 切に おじさせられる ものは ♦をの 拽が 
化が おの 巧 巧 さで ぁる。 を* 巧り 出して 巧る をの 泣が 化 却 探の 偉がには •をく 眼を 見張らし 
むる ものが わるので わろ 大粗巧 ふの 觀お まとま t のは、 隻 異で やつて 居つ たやぅ に 
テク ナク ホいて 巧 < もの や* 馬に 巧つて 巧く 巧 巧と を ふやぅな ものは 巧め て 少數で 大巧々 
は 巧く 巧が 化 部 巧で t 。 巧 時 描に 互る 大招兵 まに がて 眼の 前を 巧 ダる ものは 唯 自動 革で た 

り •裝 甲卑 でぁり •♦ミで わり、 巧械 化を たみ 種 蓋で をる。 をが お 時閒に 号坊巧 

として 後から 後を と 巧いて 巧る ち 様は 度に 壯 巧の 樓ミ わろ もと ミ 巧 S 巧投と 云ム 
ものは’ そ Q 棋 本を 泣す も Q は 苗に 巧； t 力で わる 己とは 千累 ぉ0 原則で わ。 •且つを も® 
規卞 ベを おで わるが •近代 Q か <s が 大いに お ホし、 をれ 忆伴 つて 兵器 S ホ S しい 今 
日に おいては •これ 等な W 化が 皮 •載 単を •か 巧 的々 力 も かして « 規卞る ことを ゆるされを 


い 0 である。 化の 巧が なる 


には ソゲ 


がに 兜を 化が わぱ たら 





い 0 である。 化の 巧が なる フィンランド をが* をには ソゲ ィ H 卜が のかに 兜を 化がねば たら 
を < なつた を 大のお 巧は •巧に この 兵器の 劣 おとを ふ 曲に あつたの である。 

ポ I ランド 巧が をの 化が が 巧お洲 のかを 交通路の 四 逝 八達の 地で な < して、 吾が 巧 洗に 4 
ける がかく 皇 •巧 巧が 夕< •道 巧は 鞭 達せず •一’ 朝 雨で も 降れ ぱお淳 となつて 巧が 化が おの 
巧 S に 適しない との 理由を もつて •近代 巧 おの 賴 華で をる この 機械化が がの 盤備を 怠つ て 居 
つたと を ふことは > 何としても 今み 化 因の 亟大 なる 原因で ある。 現代の 進 ホせ る 巧が が换に 
わつ ては ある 程度を で 地形の 困難を も 克服し 巧る もので をり、 將 がに おいては 尙巧 •か 何な 
るが おにおいても 巧 動が が あな ものと なる でを らぅ。 

彼のポーラ ンドが化巧に誇る大時兵お苗を有ち乍ら》 をし< - 化地にをれたことは吾々に 
巧い お 訓を與 へる ものと をはを ければ ならない。 

(己一 巧 兵の 巧を 巧に 巧いで 

« 爭 のな！！ 9 


が一 


，••ミ*; 

をが 巧 にがては 空軍ぶ びな 试 化が おが かおが < 可から ざる もので わると 向 横に > 巧 おも 又 
おおが 巧の 巧まで ある。 砲兵が 巧 時に かて 常に 巧 巧なる 巧 巧を 巧 じ •時としては 化を 的 役目 
を朵 して 居る のはな 拥大 及な ホを 代 西に がける 特長で をる。 かの 巧 一み 巧が 大 西の 巧に も •巧 
巧が#々 たろ 1 を あげたを 種 巧を そ 巧ぺて 見る に、 巧に 柏 おが S 優勢で わる ホが 見られ 
るので わる •こ QK に S しては 世み 兵 巧みのを 巧の あると ころで、 巧强が ♦つて 巧 兵の ホ 巧 
に 巧ろ 特に 巧 力の 巧大 をる 巧 兵を籌 する 巧に ホ* として 居る がな で わろ がるに きかす 
ホ か 滿洲审 變な巧 巧 H が おつた 巧は i にがては 巧て 巧 巧と を ふことの 巧が をい 巧で わろ 
巧に 巧 お 力 にがては をく 巧 力な もので あつた 爲に 、巧が 巧と しても •又み 因ち としても この 
化 代 巧 必須の 巧 巧た る 巧 兵と を ふ ものに 巧す る設 巧が •巧 も すれば 诗んぜ ちれる お 巧で わる 
©は 巧 ザ 巧 18 众 ことで わると あ ム， 

K イツ 軍は > その 經をサ る 巧史と •環を 的に な 化した 面をから して •巧 おの 值 化と をん I 
のを ま 巧規し 》 をに 化两 とみ 巧ず ると ころ 0 な 巧を みおを 巧 巧して 居つ たので わる。 巧に 巧 


似ぶ— きな 砲を とを ふ もの じ おして 乂 をる 脚、 むを 持ち •お 力なる 砲を の § に 故 も 力を 巧い 
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みの 火き な 砲を とを ふ もの じを して 乂 をる 脚、 むを 持ち •强 力なる 祀 をの § にお も 力を 巧い 
だので わる。 巧み かの やぅに •跑 おには 插 々種 巧が をる ので あるが •今を 世み 一巧に 軍の 巧 
兵の ホ おとなる ものは セ 十ぶ ミリ ロ 巧の 巧 巧で あつたので わる。 がるに ナチ ス睡 巧が その 軍 
f 建を 目指す や • K ィツを 巧の 巧 おから 巧 班を ホ < 度して •それにけ ふるに 十 サン チの « 
巧 巧 抱を もつてし たので わる。 この 一 寒は 巧に g 巧 的な § で わつて、 當 時み 两陸 巧の 货ぞ 
をして アツと をはせ たと ころの もので わる 〇な るに 今み の 巧爭に 巧みして 見る と、 この 巧 巧 
的を英新は货に背巧に當つて居つたのでわつて， この巧力ある巧吸祐の3^がドィツ軍のか 
をめ 膀利 にを 與 したと t ろ 巧に 大 をる ものが あつたの である。 

巧 e 砲 おのぶ 力と スム ものは •巧 丸 そのもの i 巧が 鬟 するな 力ち 巧發 した 音な による 
巧 神 的を 巧の が ホ 巧を おへを けれ ぱ をらない 0 であるが •が 紀の巧 砲に 比べて •化 巧の 应巧 
巧拍が， をにその锅をのな力にがてぉってぉることは周知の1#^|^でゎる。 ま巧政場にがては 


殊に ♦少巧 巧に 馴れて ホた ものに 對 してち 小さな 义 抱の 巧 力 ぐらね では その ± おを 巧が し 
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をの 巧 R を 巧な におれ る ことは 困 巧で ある •ドイツが ょ < このな を 化つ て お 力 巧 おの § に 
巧め たのは •まに 先見の 巧を りと ちは ねぱ ならね。 ボ ー ラ y ドの ホ 兵は 》 兵 をの ものは 巧に 
巧が にょ <我 つたので あるが、 ポ ー ランドの 軍 おは 舊態 巧が として 野砲を ま 力と してが へて 
居つ たので ある。 これが ため > お 抱が 砲を ホ 巧と した 質に がても 又 S にがても をに «巧 なる 
巧 巧 砲兵の ため •をく お 巧し まられ たので ある。 矜往 これ 等の 風 巧に 墓いて を 国が、 採に ッ 
グィ H トホ 巧が 巧进 にがつて 巧 巧 描を 巧の 柏 おのま ほと する に 至つ たことは •大いに 注目の 
が 巧が わると あん。 を 化 砲兵の 巧 力 巧 加と ちム ことに 巧て は t れ等十 ヤン チな の 应巧巧 砲に 
.止まらず •巧に 大 なる 义砲卽 ち 十 お サン ナ 巧の ものを 師 苗の 砲 おの 中に おんし •巧に おんで 
はこれ を 邮曲砲 おのま 苗と ホん とする 巧 巧す らも 巧 はれる ので わる**、 巧 おして 云 ふが、 巧 兵 
が 侵 巧で なけれ ぱあ代 巧に がて お 利を ホむ る じとの 困 巧で ある ことは •巧に 巧廚の 時代を a 
り 巧して かを 的を W である* この 抱 おの 巧 力と 云 ふこと に 巧して は、 巧が おに めても 巧 巧が 事 
ホ 或は ノモンハン 事 ミ にがてが 巧の ち 供を もつて 居る ので ある。 化し 巧が として その 巧 お 
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のぶ 力に 拥ナ るか 資 なる 席 おを 歐洲 にがけ るを 巧 程 もつ て 居らを い 路巧上 •動もすれば 每巧 
規 しおちな 巧 巧に をる ので •この 點粘 になく 巧め なければ ならない とぶ ふ。 巧に この 砲兵 も 
か 巧に かて 巧べ たと 同炼に •列強 にがては おんど 巧て 巧が 化されて 居る。 火砲の ぶ 力が 大を 
くな れぱ なる 程 里を も 巧して ホる ので、 當 が 巧が 化されて ホる ことは、 自然の 巧 巧で ある • 
卽ちぞ の稱が 化と 巧 おつて 砲兵の 巧が 化、 特に 列 强にー ホ ホん じて、 自走巧 砲ち 掘 兵 その 
ものが 風 巧の やぅに まは 裝甲 自動 牢の やぅに* 且つ々 ち 且つを ると を ふお投 なる 巧 巧を もつ 
て § する がかき 巧 巧を もつ て 進まな けれ ぱ ならない と 化ム〇 

いま 一つ 砲 おに 巧て 巧 意す ベを ことは、 巧 空 或は おを と 云 ふこと であろ 砲 巧の 期 おは 巧 
と一占つても空にある。 ポ1ラ ンド風がにがても前述サるドィッを巧の巧巧にょつてポ》ブ ン 
ド 滴 お 笑が 咲が 道 巧を 巧を ち ド 至な》 飛行 链 の 空な に 迸 ふや •巧な おキ a に 互る これ 
等 抱 おの 大 おおが •全く 巧す 處 なくな 上に をの 巧 おを 巧ずに 至つ たのは を 所に 見受けら たれ 
ホまで あつた。 これに おし、 おが ッル ソ I に 居て ドィッ 砲兵の 行進を 見た のに •例へ ば ~ 笛 
« # 0 蠢 《 
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やおの 巧 ホが 巧 軍を して 巧る 巧 合 •ホ づ中 巧を が ホ 巧に 立ち 巧 巧を して 巧る。 その後に 巧く M 

一 

ものは 大巧で もな <巧 巧 夕 でもな < •巧に をに 向つた 對 をが 擊 であつ セので ある 。而も 
これ 巧の 對 さお々® S は •常に 巧手が 审 上で が单を 巧に をつて 引を におを 巧へ •何時でもが 
擊の化ホるやぅをを勢でそのを--^4;:!!8して巧るやぅち 巧に^^?^お厘なるお空お#3^8でわ 
つたので わる々 巧 < し てこを 始めて 巧みの おを 的 巧 お が 除去せられ •その 巧 巧が 期待は 巧る 
とお ム〇⑩ ちな 卜： 巧べ た 巧を 巧め する に，® viK としては 巧 力强大 をる ものを § する こと、 
そのたを 夕 へる こと •任 巧なる 巧 巧化§ でを る こも 》 ホに 對 をの お 度を え かにす る こ 
と 巧で あつて、 これ 巧は 巧に をけ 巧 兵の み 供 サねぱ をら をい お 巧の 巧 件で わると ちム《 

(四) 築城の 重要 巧に 巧いて 


c ^ e 

お巧の巧巧性とをふことにおしては. る來を^>?*^の-稱へ_る巧でをつて. 何等な論のな地八 
をい ところで わる。 巧 巧に ホ 人的に ちへ てを 巧 すべさ ことは 》 g もす る.^ 巧と を ふことは 
巧 巧 的 • iSiR 的に 巧 用せられ る もので あつて、 を ♦的 •巧ち おを のがんで 巧 用す ベ そ もので 
はを い、 とを ふやぅ に考 へられる ことで わる 〇、 これは 大 をる 誤で あつて •巧 著で われば わる 
は ど、 攻巧 的で われば あるは ど •をはの こと 築が とを ふことは なめて 里 巧な ものである 。こ 
れを 4*^ の 巧 争の 巧に とつて をても •ドイツが 西 ホ 巧 巧を とる に當り •れ のジ！ グフリ I ド 
ブインと 云ム ものは** に 立 巧に をを にと つての 巧 巧の 任な を 巧した もので わる。 巧に ポ 1 
ランド® の 巧 合を おへて 巧ても •ジ I グフリ I ドな が おがと して あつたから こそ •ドイツ 巧 
は 穿む して 東 ホ 作® に 巧 念し 巧た ので ある 〇巧 るに 巧を である ボ I ランド 巧の 巧 巧は どぅで 
& つた かとを ふのに •これは がめ て 巧 巧を もので わつ たので ある 〇 もとょり ポ I ランドと し 
はお プヴィ 王 卜作 巧に 亞 おを をいて 居つ たがな 上. 榮 巧の ホ カと 云ム ものは お 正西 •卽ろ 

ッな 苗巧畜 K 葦され W 居つ たが？、 g 波畜寡 巧が を s ? かつと S ことは 

戰 # 0 II « 
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なめて やらねば ならを いと あム 。なしながら •巧 波閒 なの 巧 迫して 來 たのは •おを 巧 否十數 
巧 巧 前ょり これを 巧 おし 巧た ので あるから •をし ボ I ランド ぞ にがて 築 巧の お娶 なと 云ん t 
とを 認 巧し •じれが 巧が にを 力を 巧したならば •今少し 確りした 築 巧が 出 巧た はずで わると 
思 ム〇ポ ー ランド 巧が 比較的 力を をして！^ し セと 思 はれる あプ n シヤ國 巧 方面に をけ る 築 
巧を 見て さへ も 》 なめてを 末を もので わつて •を* に錢筋 コンク リ I 卜のト ー チカが 散在し 
て 居る のでを るが •じれ 等の 中 巧 巧 酉は 巧ん ど 何等の 設備 もな く •ドイツ 巧の な 巧に を ムや 
一 用 日に して 巧 單に巧 巧せられ るに 到つ たので わる 〇 これに 反して 同じ <ブ B シヤ 方面に た 
いても •を擊 をす る 巧の ドイツ 巧の ホの 築が はぶ ぅでわつ たかと 云 ふのに、 を A が 自動 革で 
西 境を 通 巧す る 巧 合に 望見し 得られる お困內 においても、 巧に 立が を 近代的 巧 巧が、 团 巧に 
巧つ て 連 巧と して 巧いて 居る のが おられる ので ある。 巧 戰毕悔 巧 物にしても •备 砲& にして 
も、 ジ—グ フリ— ドラ インと をは 巧 わなく とも， 巧當 にを 岡な 立 化な 巧げ 的 築 巧で ある。 巧 
巧 巧が を 巧 内した ドイツ 巧の 狩 巧が 各 巧を ぜ に‘ 兩 をの 築 巧を 比 巧して どぅ 化 はれ i すわ、 
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とを つて 巧 ま 笑した ところで あるが •ホの ことで をる と あ ふ® 

が C 巧 巧と 云 ふ ものは をし これを 巧るなら は 給 おに 信 巧し 得る 程度の 堅固な ものたら し A 
をい と •時に だつ て 巧の わる ことが 夕い 。フランスが 彼の マ デ/おに 賴り 、その 巧 固さに な 
賴 して 巧 也を して 居つ たろ ころが •その 黄 セダン 附近の お 助を K ィツ 覃に急 巧せられ る や】 
擧に巧 化せら 知、 その おおは 例の フランドル ホ 面の 大巧が 戰 をを ける 里大 なる 原因と をつた 
ので ある。 策 巧は その 本質 上 > これによ クて なの 進攻を 結 おに 化 止し •お 力を £ の 方面で 巧 
めして、 吾の か 風を 求めよう とする 方面に 徹底的に 兵力を 集めよう とち ふので をる から •ち 
しを の 信 巧を 度 切つて、 この 築 巧のを る 方面で なに かれる やうを ことがあ つては、 巧に を 軍 
の 作の 計 巧に 大 なる 削 照を 巧す のは 明らかなる な诗 である。 

由 巧 吾 凶の 巧 巧 性と して、 巧が によつ てが になす るのは •巧 何とな < がを しからず と 感ぜ 
られ てがたの であるが •これは 用兵 上大 なる 誤で をる。 今や* 吾が 日本 も 大陸に たいて 巧 か 
巧と をの 巧 境を 接し、 ながの な 帝閣 から 巧れ て、 R 洲列强 のか < 接が 巧と をつ たので ある。 


貧 R ♦& のナ t ス 

巧に 化 巧に をいて はを のが 巧を も 巧 おで わる。 巧に 巧 K としても •今や こ 田 築 巧と を ム巧应 M 
はかして をに をら をい 巧菌 となつ てがたので わる 。がるに この 巧 巧と をん ものは なめて 巧— - 

さ 用を-筆る 言 おら 卡：電 をれ S は 巧 装を 遇 5 蓋 < •まは® 巧を 搜 るが かく • 

目に 見える 技 力の# 加を 來 さない 巧に •このな 價な巧 用を 目に 見えめ 地中に 巧め て 了 ふのは 
動 もす れぱ 甚だ 惜しい やぅを 夕 がする ので わる 。がつ て どぅして もこの 榮巧 とを ふ ものが • 

が おの 屏巧 性と 巧 おつて •巧 巧に おいては 巧 巧され や ナい巧 巧を もつて 居る ので わる 〇 巧つ 
て 前 巧 甘る 巧 巧の 季 がか〜 中を 半 巧を 集 巧と 云 ふ ものが かがに 巧 各で ぁるかと を ふこと 
K 巧 巧した 時 •榮 巧を やる & らぱ II やと」 ミれ を 巧； ま 分 信 ass が 5 も Q たらしめ な 
ければ をら をい 0 

强 をで わり •巧 《的 含を もつ て 居つ た ドィツ 巧が •閣 雲に をいても を* として 
ジ— グフリ I ド 線の 巧 化に 巧め •巧を でぁる フランスの マず ノ がな A に •これを を規 した 巧 
周を-ホ ホ おとした t とは •巧に る* に 至大 & るな 訓を 巧へ る ものと ぶふ。 


( k ) 化 上 c 巧す る ftg 

は 上は 巧な R 争に 巧して* 巧に おが 目 > したち をを おなした ので わるが •なでな なに 共 I 
ブン K が 巧く も »< か 巧し 去つ たかをな わて 巧 冷 巧す る ことは •あだを おで わり 且つ 巧 巧 わ 
る審 とおん。 固ょ 〇 巧 巧の 巧化强 力で わつ たことは 預大 をる 巧 因で わるが •おがせ 巧に 巧の 
した ポ I ランド 说 ょりこれ を 段 おすれ ぱ •大拓 左の 巧が にな 巧 ずる ことが 田 巧る と あ ふ 0 

お而 上の 巧 因 

(こポ I ランドが 自己の 巧 力を 巧へ ず • H 力を 巧 信して H 化と；！ W つたこち 卽ち 自己の 
寅 巧した 宜 化に 自ら 醉 ふの ホに 略つ たじと である。 巧が ポ— ランドは 田 巧の 生 おを 巧 舞す る 
ためが 巧を 自己な 美のを なを 島し •その上、 巧 一巧に がて 巧べ たる かを 巧 巧 性が 巧 ひして を 
のを巧に乘ぜられ、 をにはを巧そのもののかを货力を巧するか<^するにまつた。 而して 
こ Qi は， 一む 乂ホ むみでは なく •巧みを がの ホみ であるな 巧 並に 巧 首 i にまで 庙染し 
« 爹 e 色 96 
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て •巧爭 直前 にがては をく 巧 ホ 盲 にんり、 かひ 巧い 化 沈に をつ たので A る •一 お 大衆は 即と 
して •知識 牌み やな おのを 麟 部が 宜 巧に 瞄 ひされて 自己 陶 がに 降る がかを は > 一面 信ぜられ 
めと ころで あるが、 ポ I ランド にがては 現實に その 巧が を呈 したので をる。 この 瞄は乂 いに 
考巧 すべを もので わると 信ずる。 がに も 述べた るが かく •僅か 評り の 海軍を おし 乍ら •烏猜 
がまし くも^と 海 巧 化 巧を が おし、 これを 围 おにを 傅して、 だ も 世が】 巧の 海軍 西と 
同 樣の巧 力 ある もの A かく 度 巧に 錯 巧を おさしめ、 ワィ ク七ル 河で なお まを 巧 巧して 「巧が 
g をを 巧肤 したる が 如き •巧に ょ <ボー ランド 面 巧 巧を 表して わるもので •己の 一を をな 
てしても 苗 巧せ のをが をを 知し 巧る ものと いふを が W 巧る。 而 して 巧に あるべ さは これ 等の 
を 巧が 运巧 その 巧を 巧し •をには お 勘 階な を 始め 政府のを おを にまでぶ 染 して ボ ー ランドは 
に » をなる 巧 力を 有する との 自己 256 にち るに 至つ た審 であろ この ns? 沒」 こそ 本 巧 
爭巧 因の 巧 大巧 因で あつて •後が する 巧 他の 化 因 もを の 源は を < この點 になして わるものと 
なめ 巧る ので わる。 この お惧 生じた お 巧 > 侮ソ のがが は •恰も 日 まぶちが にがけ る 支那の が 


日とを<そのみを 一 にするものでを〇て‘ 巧れるを巧 Q か J 5^ ti 巧る v をもむでをるかを痛巧 
に なぜざる を 巧を い。 « に 巧 かすべ 》 である V 
而も この 西 おせの なおは •化 § の 今日と* も^ 亞 まれ ♦•巧ち 巧に 化 巧の 巧を なえ 、 j 
そ 0 巧 因を 探究して •巧に 夕 巧なる 巧 巧に 巧 ふるが かを 氣魄 はを も 見を けられない 〇而 して 
をろ r ツ 巧の 答ん を かり ホぱ •ドイツが かを にかる る ものに 非ず」 「お ソ§ は 巧を なりし 
も お 巧 のす 十み な 0 しため 今回の 化戰を 見たり •おし お ソー 我サぱ 巧に 铅袖一 » のみ」 
「フィンランドは 勒プ 政なる が 故に 巧を に駐ひ 居る も、 巧 日中に 巧が すべし (フ < ン ランド 
のち 巧は 彼 巧の 巧 もを ホと すると ころで •みして 么を資 巧し ない】」 「日本は 支那に かてが 
時を ぐ づ<& しづ、 ある や」 巧で ある •をく 巧 度し 巧し とい ふの 他は ない 0 

をた このみ 上# 閣ま i 役」 ょ〇發 した 巧ての 巧 動は、 一席は ル 見 上 巧め てを 快ち なのか 
< 見える ので わるが、 一巧 巧 碍に道 巧す るか •或は 打 > を 受ける かする と •が も 巧 まの か < 
- 巧滅货 巧して しま ム のが 巧で わる • 


K に 化の i 巧」 こそ ポ— ランド 化 因の 最大み おでを り •巧に 又 その あが 誤れる を 傅に ホ 
したる ことを おムる 時、 巧 西と しても 大いに 巧， むすべを ものであると あム〇 

ご D ょも や圾爭 にはる るを いと 巧 待 ホる こもで わる。 

ボ I ランド 巧 巧は 前を せる 白 己® 6 とが 侯ち •巧爭 おがまで •度に 一 技を* 巧し 田 難に を 
ると いふ 巧な 巧が 充みを 巧 サられ を かつた ので ある 〇 巧を 動員し 兵力を 集中し •一見 巧 § 
みを をへ たるが かを 巧を 呈し たが， じれは なめて 巧 巧を 极時 態勢で わつ て、 內 巧に 巧して は 
が 等® 爭 と 見る ベを ものを < •及 時 法を の資ホ •巧を 巧 巧の 施設 •巧 巧榮 巧の 巧 巧を • 
巧 ど 等 巧に 闲 せられた ぶが あ 0 た 0 

巧 < のか < 班 巧を おる のみで •巧に 巧 困のを* のた め 玉 格を 巧す るが 度 ある 巧が 巧を を < 
かかして わた。 その上 •巧は 同 巧の が お •ヒ トク I の お 血は 巧 •ドィッの 苗巧鬟 巧から « 
巧して •トィ ッ もこの 巧 兵力に 巧へ てまで も ダンチヒ 問 超を がかず る 巧 おはわる まいし •おつ 
てボ— ランド もまる 程 巧 おの 巧 時 藤 巧を 示した をら ち 結局 ホ 後は か 巧 的に が « しなる とち 
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へた やぅで わる。 こ 0 巧 待が ををまで なおく ポ I ランドな かの 巧 化を まがし* 而も この 巧 待 
が 巧み 巧 巧の ホ お化して おへられ るに まり •巧に 巧 巧 おがまで この 巧を わ 巧 ザし 得を かつた 
ので ある。 

がつて化巧 】 日の巧軍の大巧巧は， 夕へホに依つてはをくポ》ラ ンドの虛を巧いたものと 
いふ ことが 巧 ホ •な 巧を おめ 巧 も 巧を 巧 化 島す 所をから ず、 參謀 本が のかき も 二日に 巧 
かの 某 ホ 巧に し •四日には 巧に を 都を おてん ル プリンた おり、 同地が 巧を 巧のを 巧な 》 
擊に巧 ふや •一* 巧 も 巧 巧 する ことを < 、巧び 巧に 巧 ホに 退 越す るな どの 既旗 はまこと に 見 
るに あぴ をを ものである。 巧 風の、 五日で 巧に 巧 帥 巧が 巧* あ强 する かがでは •か 何に して 
さ 《 の 大巧の 巧 帥が 化 巧る で わらぅ か。 

また 巧に 巧を かまの 巧ち のなかつ たな 左と しては •を 時尙全 巧の 巧 員が 未完 了で あつた 一 
夕を擧げても巧かでわる。 巧ちボ1ラ ンドはや時めミ十^^^苗》 巧時にはこれが半數を二倍 

にか 負し •巧 かわ 四十 五 ajg ■た 巧す る W 畫で わつ た。 促つ て 巧に 1 恐を 巧を して ゐた をら 

R が 0 館 《 
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ば •これた けの 兵 貝は 巧 真を 完了して わなけ れぱ なら 

抹に巧 化の 巧迫狀 おはこの をが 來 のこと で •夏な 來 はを t 險惡 化し* 巧 西 巧に® みに 互る 
動な をな し •時閒 的 忆ん 十分 Q 餘裕菱 つたこと でを る。 おる 忆實 度が て 奢 能動 員 約 十 
を 笛 師曲中 •ね 十篇 苗が 動 i 兀 互ず •開 發島尙 もを 方に て锅が 中で’ それ 等の 題は 
をに 最後 迄 おど 戲爭 S 加ず る こち 娶 ずに 巧 おする に 至つ たので わる。 「ベルリンへ、 ぺ 
ル9ンへ」とお語した强巧が》この^^^では、か何にしで踪つ&もが阳ホるでをらぅか0- 
ご 一 ごを <喬 を 誤 0 たこと で わる。 • . 
ポーランド巧の裝中を見ると* これはを<巧をの巧法でわる0 被巧の巧力をかり旦〇挣術 
の 一 貝を 巧いた ものなら ぱ •か I る 思を はおらを かつた 笛で わる 0 巧 ちちも^ 的に おへる 
ならば， 大巧に かて ワィ ク七 ル柯 のな を拖 おし •北方は モド リン •ヴ ルツ— •や々 は ラ ド A、 
んプ 9 ン 、お 方は クラ n ゥ艾は プル ゼミ スル 等を 巧 助と し* 巧韶 機動 攻 巧に 巧つ て 持 义防祭 
t 策す るを まを とし •これが ため 巧 波留境 附近に 苗を 酷智 し， を ホを がせし める のを 巧 


一 9〇 


とすろ 佑に ー ホを なつて 今少しく 巧が 的に 化る ものと すれち 閒搜 な， 初に 巧 《て隹 巧な を 
力を 東プ n シャホ 面に おやして j 巧に 之を 语り 》 ダンチヒ 'グ デニア 附近 》 ヮ ィクセル 巧を 
進 巧して 右 巧の が K を辕 巧し 》 两 をが 紀巧 一案の お 巧を はて 持久を おず ぺ をで わる® 巧ん や 
ポ— ランドを 睐本 なち 巧 ご シアに 在る 巧 巧 兵力は 僅か 乂歸 田に 巧ぎ ず •巧に 媒 巧一觸 
のみと おおして ゐ たが 巧に がて 特にが りで わる。 

がるに さなに かては 東プ B シア 正面 •ポ J ゼンぶ 面 •ぶび クラ コゥ 正面に、 を t 十二 •互 
§ 曲を 巧ら や 巧に K 窗し •巧に その ま 力た るポ ー ゼン お 国が か ホ •捆廊 方面に おし 攻夕 をな 
るが かき ホ 巧に 出て •をには 本 兵 曲が 共邊 却の 巧を 失し •クトノ お 近で 巧が される あ大 原因 
を 作つ た Q で わる。 かぅ しを 非常識な 作風 計 空を 壁す る忆 至つ た 巧 因が 奈を にわる か 
は > ほる 誘 解に 苦しむ ところで ぁるが •これ も ホ畢を 自己のを 力の 巧 信と 巧 役の お 巧で わる 
占 言 せざる 美を いので ぁろ 而 して 巧に 笑是 のは •平素を 語す る 優 巧なる 波 巧が まプ 
» シア 九 師 由の ため 巧つ てな をされ、 をに モド リンぶ び V ルッ I 巧 ホを 包 苗 さる i に 至つ fe 


巧ち の ナ ス 

ことで わる 0 

巧く ところに 巧れ ちを 巧は 長シ タケ ゥナ •チ 巧 軍は •風が' 灰と してを 畜い 人で わるが 
巧<もお&なるおおに巧り、 ホもみ稱として巧をどをせに巧すに至つたのは， 彼のたわ^ 
のがを 禁じ 巧 & いものが わる。 

(四】 化 § 雌 巧に 其の 人を 巧 ざり しこと で わる。 

户シ * K キ 1 兀 帥の 巧を •ミ慧 まとして 元帥の 化に 卽 いた、 のろ 現ス ，、グリ， 元帥 
である。 彼はポーランド巧ぶ巧ホの巧初からピ ル，シ " スキ1充帥のか腕として巧逆した 一 化 
の ホ命兒 であつた 〇ル 巧べ， クもホ ホ 命戰當 時の 參 なが 巧で •頭腮 明晰 •巧が •巧秀 なるな 
なぞで わり •參 謀な お シク ヶ 々チ， チ も同樣 である。 斯< のかく ぞ 巧に 围 化を 執つ てわた S 
ち 巧は •かれ も 徒 巧な 人 化で •巧な 當坦 巧は 巧 巧へ て 巧 雨の 下を おり 生死のを にな 巧の ため 
生命を 描つて 巧 巧した を ± であつ た。 而 して ポ I ランド 巧 立 § か 二十 年を ちた を 日、 今 ホ 
の！*波*^^じがける巧々の6|6はか何なミものでわつたらゥか0 その^をなる時* ぅた、 
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病 巧！！ 量の ものが わる* 

•狗 e をの 战 化に 關し說 巧ず れぱ 、め擧 に 遺な ホ ほどで あるが •巧 等 田 巧の 一二 居 巧が を 巧に 
巧したか田を挽て、ル1マ _|アに进ましたのは> 巧に乂丹十セ目の巧であるとをム^^||^に巧 
つて 巧 1 S なく 說 巧が 化 ホる ものと お ふ。 卽ちソ 巧が ポ I ランド 侵ん を 開始した その 當 巧、 巧 
に进早 < 閣外に 还 t したので ある。 而も その 逃走 おりたる やまに を々 たる もので •スミ グリ 
J 元帥の かさは •おが 道み を滿觀 した トラ づク のが 列を なへ、 夫人 同伴で 宛ら 大名が 巧の か 
を 巧が あつた。 而 して ル I マニア 闻 巧に 到達す る や •同 固の 國 巧が 備お におし r 余が ポ I ラ 
ンド 元帥で ある 〇を しく 元帥の 班を なて 巧へ、 儀 化 巧を 附 せょ」 とま 語し •ル II ア巧巧 
ょり 「をを も 現 巧は ル！ マ ユアに 进入サ る 一巧 巧を り」 と姆 破され たる ことは-がり にもな 
名な 節で ある。 ベ， クか巧 も ホ 直 巧のを を 巧して ル！ マ 《 ア に逃路 し、 をの 巧を なる を 巧 振 
りは 巧 e 新 M 巧 上に 巧 道され 世に 巧 巧を 巧いた ので ある。 

二十 年 かの $ 巧のを 古が •今日 かく もち 化した 原因を おへる み 合 •が 共は 巧 < だみ しなけ 

« ♦ 0 績 » 
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•••ミ* こ 

れば をら ねと 思ん。 

(五)が帥を*參な狩校及び狩巧のをぶを誤つたことでわる* 

^^^をその人を巧ず、 作巧許晝の巧本から大ホかを誤まり》 化載の 一 大お因を作つたこと 
はがな の 通りで わる。 而 して このぶ 潮は 下な 部隊に 至る まで お < 侵凑 レて ゐ たので ある 〇ホ 
ガ髮の 明 おなる をに 接しを いのち 巧季る ことは 裝な いが、 例へ ば クトノ 附近の 巧 
滅巧〇 かを •十 か箇師 曲の ポ— ランド 巧が オィ オタ 巧捉 される が 如きは •お 共の 到底 理解す 
る じと が出來 ねと ころで ある 0 而も その 現場を 資 見す ると， 巧 どが® らしい 巧 巧の 跡 力ない 0 
义 九月 セ 日 巧には 旣に 巧ち 巧が 化が 探の ホを は ワルプ I 巧 ルに 達した。 この 時 ラ ド A お 泣に 
がて 五 •六简 帥 巧の ポ I ランド 巧が を < 包 園され てを 戰 やで をり、 クトノ 附近の ポ ー ランド 
巧 も 亦ま戰 中で あつた。 而 して ワルッ I •モド リン 閒 には おくと もめ 五、 ス箇師 巧の ポ I ラ 
ンド 巧が わつ たので わるが、 僅かち 巧 おらず の 地な にがてぶ 単が 苦 政 中なる におらず '敢て 
お 巧の A に 化で & かつた。 を 時 ワルソ I 西が にわつた ドィッ 軍は 極めて 少數 であつ たので、 



をし ポ！ ランド 巧が 巧が として 巧# したを らば， 侵に これを 擊 がして ぶ 巧と 巧な し 巧た 吿で 
ある。 § 部は 巧して 何を して ゐ たので あらぅ か。 たと ひ 部の 命令を < とも •を 巧 
司 かを は 當が獨 新が 巧す ベを 時で ある。 がるに 拱手 傍な •友軍の 巧が される のを 目前に をへ 
てが 等爲 すと ころがな かつた とは •これ ホな 共の 読解に をし むと ころで ある 0 
な 上 f 巧に 就いて 述べた ので あるが •备 部族の が 部 も ホ巧樣 であつた。 一度 開戰と & り 
優 巧な 巧を 巧の がが •なお# をを ける や •指が 統帥を く 混 就に 陷り > 甚 しきは 將 校が 先を 爭ゥ 
てを 走し •おのみが 戰蝴に 巧つて 茫然と してね るお樣 である。 ドィツ 軍の が 校から 髓 いたの 
で わるが •ポ I ランドの おは 曾に ょく 巧 おに 戰つセ •た！- •惜し むら < は將 巧に をの 人を 得を 
かつた とを つてね た。. 

な 上に 依つて •ボ I ランド 巧は 巧が 巧 ホで 裝備 も巧當 であつた にも拘らず •巧く も悲 をを 
るか 政を 巧した 原因は > 結局 統帥 部 •參謀 部 •巧 校に をの 人を 巧な かつた ことに 時せ ざるを 
得を い， 

« ♦ 0 細 ■ - 
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ミミ ミ： 

これを 巧す るに •因 軍巧戍 上た も 巧 巧を のはが 巧のを 巧で わる。 おは 比 校 的を おに 巧ら れ 
るが がが はさ ぅは ゆかを い。 あは 特に このな に 商な し • ^ 軍が がの 寒 巧に 挺 大の巧 力を 巧は 
をけ れぱ ならの ものと 信ずる。 

(六) 他力 本 巧で わつ たこと である* 

ポ I ラン K は 一面 目 力を 巧な し •巧 力を なても ドィツに お抗し 得る とま 語しながら •他面 
巧し く 他力 本 囲で を 0 た® 而も 巧が としてな すたる 巧 巧が を かつた 〇な みに 一巧が 靜 におへ 
るなら ぱ •たと ひ 巧， かがは 巧に ポ ー ラン K をな 巧し ょぅとしても •開 政を 初 巧して 巧を 島 
し 巧る か* わる おを らぱを が 了解し 得る ところで ある。 がるに 漠 がと 巧 かに 化な して 開 
«したところに巧6の誤がわつた。 巧サる巧、 |^にがて巧， 巧の按巧は、 何等ポ—ランド 
を# はな かつた ので わる。 

尙 このな に M しては 巧 > ホに おする ポ I ランドの 認锐の 足らを わつ たこと t 指 巧し 得る • 
巧 W をち > な の あ ホ 巧の & 巧た みるを らば、 巧 t 层し自 から 巧 一線に 立つ のる をる は 
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明かで • i た A 多の 戰史 の 巧 度す ると ころで あろ 巧 時 巧 <» がの み ル 田 も 巧 巧 巧将の •强夕 
ょり 醒め •蓄 の 巧むべからざる t なかする に 至つ わ 〇ポ— ランドは •その 巧】 の 巧を 石で 
あつたと をはを ければ をら ね® 

の 西 巧を おへる 巧 合 •化に 巧を する ちへは SgJS におで をければ ならぬ。 宜しく 化を 巧 
巧す るな 巧で 進む ベタで わる 〇 この おおを むの 塔い 巧岗 としては 》 巧る 困 巧な ことでは をる 
が •西洋の 进 毎と 我 共の お 後とは そのな 本 巧 神に がて 巧る ところに あ ひを をし •大いに 巧 也 
しなければ & ら たこと、 化 ふ 0 
(セ) 致 ブ がかを 巧つ たこと である。 

おソ 1 の WS である ポ I ラ— ドが この 巧々 を 化した のでを る。 巧に かがに 現 時に がける 
謀 巧 巧な S 巧 巧な ものである わを おすべを である。 巧に セ •八 巧 巧の 對ソ拥 なは なめてを が 
てあつて、 ソ蹄 大巧 蔥 巧の レ セプシ ■ン のかき は •ボ I ランドの 參謀 なち 始め 巧 首 赃 が もを. 
貝 出 ホし •資 に巧蒂 困の 巧が あつた。 而も お 巧 一巧す る や •巧く のかを である 〇巧 にがても 

職 ♦ の e a 
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貧 s ミ；* 

が 巧の 西洋 道德の 一巧を 窺 ひ 得る もので •巧を のがには 組て を 超越す る 彼等の 本 巧を 巧 < ち 
へを けれ ぱ ならぬ ので わる 0 
お而 T の お 因 

本戲爭 にがてを も 痛切に ぶじた のは •班 代戰 にがてち 巧が 力 •物質 力 等 •お而 下の 巧 力 
を掠視 しては ならね とい ふこと である。 ポ I ランド 设 化の 原 巧は •前述した 形而上の 原因が 
里大 なる 素因を なして ねる ことは 勿說 であるが 》 形而下の 原因 も 亦が めて 巧-をな 巧 巧を 巧 じ 
たので ある。 而し てこの 巧 巧は •持 ホ 科を の 進 ホす るに 伴つ て 益 e がを になる ことは 明かで 
わる。 や A もす れぱ この 方面を 閑却し あい 巧 困のを も 巧 意す ぺ きおで わると あ ム〇卽 ちがな 
せる 夕 •をち お拽化 謬、 襄 及び 築馨が 共の まなる 表 でぁる。 而 して 此のが に閒 

しあが 命を 巧け て 巧 W に 巧 < がまでは •實は 「口 本の ホ 化 もを 早 巧當の 程度に をして 居る • 
從 つて 巧 ふへ 巧 つても* 科を 的 方面で 巧ぷ 所は さぅ 巧 山は あるまい」 とかぅ おひ 乍ら 巧つ た 
ので わる。 がるに 度 巧向ム について ちる と、 ホだ^^ 日本 はれして 世 巧 巧】 巧の 水卑に 巧し 
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た 等と 嘗 つて 白 ホれ てはいけ をい とを ふこと たつく ぶじた ので わる • 

巧 e 日本の 文明と 一 百 ムも〇 は 明治維新 はがを 速に 發 ちした もので わる だけに •これを なち 
年 か A つてを々 と 築き上げ たか 固の 文明に 巧べ ると ホ だが の 基礎が 淀 弱で ぁり •且つ 普遍 お 
に ましい もので わると 官ム ことが 化 ホる。 言ひ換 へれば， 日本の み 質的 丈 巧は ホの 尖つた ビ 
ブ ミ* 卜 § な も Q でを る。 卽ち备 が 門 Q 其 Q 尖 管が ては® 忆世ホ Q 氷 患 達」 •叉 化に 
ょつ ては 豪 一迫 蛙して 居る 所 も & る Q でを るが、 之れ がな を 一お忆 墓され て 居るな に 至つ 
ては 遙 かにな 米の 盡 凶に 及ばない 所が 多い。 がへ ぱ 、鐵 道で をる とか、 巧院 でぁると か > 
が 奪を る -U か •納尬 でを る - U わ •备 t が Q 1 流 Q も Q を 巧つ て 見れ ぱ 化して 么等 Q 阅々 に 
劣らを いので ぁるが、 共 巧は 阐お 施設の 歧 なお 巧の ものの 詰し でぁつ て、- 肢の大 ホ 生活に 
は 凡を な 遠い あがす る。 • • 

これ 等が ょく 賞され I 彼 大衆 忆 まで 巧き 渡つ た 時忆か 5 《て 义明國 家た る Q 巧の おを 

がへ たものと 言ム ことが 出來 る。 而も この 巧を は單に 一板閣 おのま 巧を 幸 瞄に卞 る 肝り でな 

« » 0 鏡 a 
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3 s ミ； 

<• 么 等の 資 おは 一巧を がの おには K に团 巧に 供し 巧る のであつて •をに おめ て 巧 巧の 田が w 
» おがが 立す るので ある。 がへ ぱ 前述せ るが をに 巧いても さぅ であるが > 巧 ホに がける 自家 
用 巧 巧 拽の巧 達な どは お晴 しい もので あつて、 がを 巧 誌 や 新 助 等には ドン < お まなのを 資 
巧が が 的て 居ろ 値段 もな は 自動 巧と 大差ない 化で わる。 挺つ てこれ 等は •トン-^ を 化され 
て 巧 <0 巧が 乍ら 巧 田では ホ だ I 巧の 自お用 飛 もないで はないた 义自 巧卑に 至つ ては 
最早と つ V に 巧が なの 巧 fc 巧り 包して 品 •る 生活 必需ぶ の 時代と なつて 居る。 I 寸 した 
人は おで も自 S 巧を 持つて 居る。 了 巧 巧 苗の 自货 巧の それに 巧 化して 居ろ 化の 比較、 卽ち 
巧 ムの自 お 用 巧！ it ® と 巧 西の 自お巧 自動ち 巧 ふの 自動 卑と こちらの 自巧単 •巧を ながら こ 
れが T 巧 目下に がける がかみ 巧 文明の 比 おの 程を で わ々 て > これ だけ ホ だ 巧 田の 化な 文明は 
巧れて居ると晉ムことが的巧るのである。 而もが化サる巧に， こ^のか巧义巧がいぞ戲爭 
とす ふ 時には 直に 巧 巧な 围巧史 巧と なり •巧 波 巧に 現 はれた 巧を おおを か 資に現 化する こと 
を 思ん 巧 •れ して おにす る C と 化 来ない ♦巧で わる。 旧ょり B 巧 0 最大 巧 おが 篇神力 K わる 


ことは 古が 不變 の！！® で わるが 》 巧に 現代の 巧 巧に 巧學の 巧步 した 時化に をつ ては お而 でむ 
おお も ホを 要な みの 一が 巧で をる。 古 巧 巧 巧 力の 度 ホ 巧を なて 转る 巧岗 としては •今や 化の 
が而 下の 巧 素に 對 して 力を をず ぺを 時で わると おん。 巧に 巧 神 力の みに 巧つ て 物 巧ぶ 力を 姪 
- 巧す るのは 大 をる 誤りで わつて •故になる とも あらざる ぶ 派な 化 質が 力を 持つ 時、 巧が 比賴 
なき 巧种 力は 巧に 一段と 其の 光 おを ぶつて 至る であらぅ。 巧 逸 革の ホが ある 風 勝は 單に 「ナ 
ナス」 巧# のみに ょつて 巧ら れ たもので をく、 之を 輔 けた 世界に 冠たる 物 巧 文明の 力 卽ち形 
而 下の 巧 力む おつた ことを かして ま 人は をれ ては ならない のでを る。 

、 

一ニ ヮルソ I 籠城 

巧 < てを 6 九月 一日 閲戲 》 ヮルソ I 瓶 巧と なつた ので あるが* 巧々 もこれ を 巧 期し 》 巧め 

苹備 ずると ころが あつたので* 巧ての 動かは 脚 巧に 實施 する ことが 出が •諸般の 巧 巧 も 巧り 

. _ 

をく 巧つ て 開 邸を 迎 へる こと、 をつ たので をる。 そ：；^ からを の ヮルソ I 巧 巧 にないては •ホ W 

表 や 0 g a 


實 •ミミ： 

に 巧げ る當 時の 日記に 化つ てを のが 巧を かられる ことを 望む ホ 第で ある ci 
ブ少ソ ー 節 城 日誌 
九月 一日。 aF 。 

を t 開 政と なる。 

かを ハ 時、 獨 おは I 巧に 巧 巧を 蛙え てが 進を 開 おせる 由な え 

じの 日 ミ 空§があ りし も* 夕刻に 至る 囊巧 のがを 見ち 日沒 近くに 至り 十 か 巧の 巧 
擊巧 現出」 巧を 义 おまた 盛..^ にこれ を か# て ぶれ ども •か 何にも 芝居 お夕く •巧ち 巧 
> 獲の お 式は 正しく ポ— ランドの PZR なゥ〇 而も 巧 ど投彈 したる おがな し。 予は •列 固の 
巧 巧を をを 併せて 巿 巧の » 巧 むを 巧す ための 惡 どを 宣傅 なりと 巧 おす。 

この 0 •掃 ホモの 引上げに 關し •巧を ょり 巧言を え 巧 後 吉口彿 巧が をに 巧す。 

义2 百。 巧 

この 日を 巧な し • 
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みみの 巧 おに おき 麻が におす る參 ちを 巧を 記 がせば ぶの かし ’ 
r 巧爭 ホを ながせば •速 かにぶ 記 ホ 巧を 準倪 ずるを 要す， 

(ィ) 「ペン ジン」 を 曲がる おり 多 s に 巧 入す る こと。 尙 T ベンジン」 は ザ 時ょり 巧當 をを 
♦库に 巧へ 面く を 可とす。 

(》】 を 巧 用の ため 「トラ， ク」 を お 入す る こと。 尙乘 用を も 化 要に が じ 巧ん する こと • 
(ハ) 夕巧 なを 充 をに 苹備 する こと。 

(こおが •ちな 及び 水道の か 止を 巧ぶ し •巧 中を ち 同活池 •巧ち 石油 ラ •ン V 石 お 
及びが 水 巧 「タンク」 を ホ々 に巧備 する こと 0 

(ホ レ巧齡 用の 白 •赤の 「ペンキ」 及び 閔巧 (大 •小) を巧储 する こと。 

(二 •一二， 四 巧は 省略い 

五 •掠 女子の 避 巧は ザ あぞる に 越した る ことなし。 若し 閒巧 となら ざれば、 巧び 巧 おせば 可 


gIRW ! ミチ 义 

六、 巧 薄 面は や 時ょり 自らが 備し理 くこと • 

ちを 人 巧に 必ず 白 動が の運轉 術を 修得し 超 くこと。 

九月 一言。 巧。 

「ビ ドゴシ チ」 「チ- ン スト ホフ」 隋 巧の 巧 あり 0 
この 日 巧 10 の 大空が ぁり。 

巧 巧巧エ おを を 巧せ るが 険は六 巧 (「八 ィン ケル」 の 急降下な 餐 巧】 にして •巧敢 をる を 佑 
下 巧 章を 度 施し 完 をに これを 破 巧 お 巧せ しめた ゥ〇 され ど二 巧を 失 ふ。 巧 宵 S 十 II 一％ なり。 
を 除 下巧夕 はな 巧大 なる も 拽巧夕 し。 おし をれ を 力を る 防空 部换ゎ ゥサげ •巧 蕾 巧に 大 
しならん。 右の 中 I 巧は 巧を 第 お 室卜： 空に 至り 巧 巧ず。 悲壯 なりき。 化の が おは 四千な 上の 
巧 ♦度 水平 巧 巧に て T プラ ガ」 ホ 面の エ 巧が 帝 及び 西 停 巧 巧 _ 方面を 巧 > せる がかし〇 
ホ 月 田 日。 >0 

» 巧を t ポ I ブンドに かなり • 
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HHSi はなに 巧 軍の 手に なした るが 化し • 

この 0 •巧に 參巧本 郁ち や 時 蘿サる 巧に 基ち をの 化 秀 のな 巧 巧に をのせ り。 
1 は 「ヴ ルツ I 」 の 「ヮ ィクセル」 川の 巧 巧 巧に 巧し 盛んにな 降下な がを 宙 施す。 巧が にし 
て 》 巧に 化な なり。 一呵巧 邸に て •窝度 千 四百 ホ 化ょり 降下 にんり •セ 百 米 化に て 巧 巧す。 
巧 梁は 巧 固に して 大 をる 巧 まを し。 

ポ I ランド 巧を 巧巧陕 はがれに わり や •を < そのが なを,^ « とす。 

九月 五日。 IF * 

夕刻 持 夕子を 巧 引上げたり。 な ホの 自動 巧に々 乘し •波 ソ两 おの 「ス トルプ セ」 に 巧 ふ。 
ぶ圳の 巧る 巧だ悲 化な りを。 

巧な 大巧 义 なおの 移動 にげ ひ、 「ルブリン」 ホ 面に 巧 致す。 

參謀 本が ホ このな 「ルブリン」 に连 避を 開始す。 

巧 巧 巧ぶ H にして 巧に 多な 本 巧に 「パ ニ， ク」 を生ナ 。なて か 巧と なす や 0 

ミ 0 IB a 
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• の * ♦ 《 

允莫 日。 巧 

武 をはが 巧 巧が 氏を 伴 ひ 「ル プリン」 に 赴く に 決す。 「ペン ジン」 を <な< •大いにを 巧 
す。 夕刻 巧 < 之を 巧て 闲玻 す。 

小生は 巧 巧して 巧 おを 執る ベ < 命ぜら る。 巧 軍 钱械化 部隊の ホな 旣に 「ワルツー」 近くに 
巧 達しを るを 巧 ゆ 0 

化 月 七日 J 巧 

「ワ ルソ I 」 な e 危除 にを づきた るぶ ぁ 0〇 大巧ょり 话 後の 迫 ホは 中止すべき 旨の 命令 到 
巧て 迫 ホ せんとす る も 巧に 通路を し •昨日 ホ 「ワルツ！」 を 出 巧 せる 巧ち 自動 审 をの 避 
巧 巧！ く 「ツル ブ ー」 に 逆行 巧 遺す。 

この 日 その 巧 杏 巧は しかりし も •巧 まに おしを おの 巧 巧を 打 巧ず。 文中の】 泣に 曰は く， 
.晶 巧な がか 載と 或む ぺ きものを く* 巧が も 亦 か R なかる ぺ し」 と • 

九月 八日。 巧 
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化 巧に 至〇扫 々數 巧のを 巧 あり。 獨空 w の货 じ 傍若無人 なり •ぶ 軍 ホ 巧 おかがに しあ 
0 や® 巧の I 旧 も么卜 巧！！ したる ことを し • 

巧 巧 巧 ホ！！ Ml せられ > 二 巧 巧に ホ > •せる をち る 0 「ヴル プー」 ょ 〇 み巧巿 にる ずる ホ 巧 巧な 
ち 巧が 巧牧 ホを たる 裏にょ。！ ■パ， ヶ* ド」 囊に 巧* たぇ おれ どもを <兒 巧に 巧 
ザず • RiE 上 i ザに 化する ものを し。 

乂片 先日 〇 IT 

♦ホモを 巧 0 たる 一巧の 自動 辛 W 遺す。 巧し 二* は 「ヴィク セル」 川ち 岸に 沒 ほしがれり*. 
#李 I 巧は お 事 r * K r 」 に 向 ひたる 裏り。 乂ち？ の 一巧に 報蓄ん とする も 
を < 手挥 をを を 巧な とす。 

を§た 巧況 をが む。 巧に 巧 かにみ 巧を 挺 <• 

ホ 巧 十日。 晴- 
を WB る 巧が" をな む • 

•やの 巧 巧 
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s 場 A の ホ ♦* 

「ブラガ」 一巧は をく 义の 海と たる。 大使 化の 近傍 及び ホ おが 附近に もな 巧を 下せり。 巿 
巧 巧る 庭に 「バリ ヶ— ド」 棋築 せらる。 

瓦斯 旣に 止まり •おがの 巧藏量 ホむ 巧と をる に 至る。 

化 月 十-曰。 巧 

この 日 巧る 平语 なり • 

巧 巧 一巧 大使が 上を にて々 堕せら る。 运落 途中 义災を 起し、 あにぶ 中分 巧し •义 達磨と な 
りて を 下し •稱检 の 破片 大巧 辟の， 庭に を 下せり。 悲壯の おみな りを。 

一投に 平な にして •之が ため 却ってが 言 描々 が 巧 さる。 

「ヮ ィクセル」 川 お 痒に 巧 置 せる 自動を もを が 之を 间 化し 巧たり • 

「ヮ ルソ I 」 化 送 おは 巧 r 第二 共に 化 送 不可能と なる。 巧 中には 巧 < 貪 巧 巧の 巧な し。 
巧る に ほおは 之が 婉 制に 巧し 何等の 處 をを おり 居らず、 辟 巧を $ 化せら る。 

ホ 巧 利 C で 巧を 巧 おした るぶ をり。 
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充巧十 II 日。 晴。 

丸ち 一日な ち 巧 日か晴 の砂爭 R かなり* 

か 日 も 今日 も 頗る や活 なり。 f 回 もを 巧な し。 ホ 中は ホ 巧が 杳し 巧爭氣 みなし。 夕 々巿巧 
が 巧れ をる にも 巧る をらん。 さがた め 「クラカウ」 「口 ， ブ」 の 巧进等 デマ 巧り をり 《 

巧 巧は 既に 「クルツ I 」 巧 I Tn ，》」 「カ トピ ，ツ」 等の 备放お 所より 「ボ— ランド」 

蘇に て 真 S ぴ かけ*。。 夕刻 皇 0夕少雲を 聞 囊近 さ 違る を 器」 む。 寶白 

に 依れ ぱ 「グ n ホフ」 には 旣に巧 軍 ありとの をな ゥ〇 
ホ 初の が じに てち ちを 巧に 「ツ ルツ 1」 旣に陷 をす ごと おおし も* 矢 おな 巧 化 
部换 のみに しては 困 巧なる ならん。 淀 ホ 巧な の 到着を 待つ もの とせば •化 方よりの も 含み 
にても 十四 》 五日 •頃と なるべし 0 

巧 巧の 「ラ デオ」 は 巧に 政が の 逃 t を 巧 送し あり* 「ヴ ルソ I 」 化 巧より ス巧 名の 化 巧な を 
巧 巧し わる も、 がが のな 巧 如が。 

戰 # 0 It a 
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51 fjc。*** 

巧の ドイツ 「ラ デオ」 は 「プル ゼミ スル」 及び r サンボ I ル」 を 占領し •円 下 「ルポフ」 
じみ ひか 巧が 進 中なる を 報ず。 この モ 巧には 「ス n バ キヤ」 兵 曲 (巧に お 送せ る 一一 一— 凹師曲 
の K イツ 巧を をむ) が 伺 ひ ある ものと 剩 巧す • 

*巧 十 ミ 日。*。 

午が 中は 巧 日に 引 巧 さ 巧 巧 をり。 

み W 巧を と 巧が を あり 巧 化を 巧 おず。 ぶ 巧の 巧 判 ほる 惡 し。 

午 巧の 時 巧よ 〇 义し裝 りに て乂 を！* をり。 百 巧な 上 現 W せるな らん。 

丰 日より 午を 八 時な 後 午前 四時 迄を 妄巧時 凹と し •ポ 巧の 外出を 禁止す る 昏巧吿 せら 
る〇 夕刻 ハ乂 を# に 引 巧を ドイツより 「ワルツ！」 は 既に 市 巧に おる まで 巧 巧を み 〇 •をく 
巧1市をるを25て* 面後はをなをくをかの巧裝をにおし^^^的にが> 攻擊ずべ*抒* 
「ラ タオ」 鼓 送 わり。 

丸 巧 十！！ 日。 IT 


よくな# の 天 氣〇な < も© かを。 閣 巧な 來 連日 結が の 巧が H かをり。 

午が 中な めて や提 、夕刻に 至り 若卞 砲# の應酬 あり。 

ラ デオは 「クトノ」 附近の が 我を 報ず 〇ポ— ランド 巧を 包 曲 ホる 巧 巧 も •更に r ホ I ゼご 
•ホ： 曲よ 〇 退却し がれる 波が と# し •巧 當を搜 しある もの、 かし。 

ポ I ランド 新 明は •全 ホ 面に めける は 巧の お 利を 報じ わる も 》 あら < 局が 的の ものなる ベ 
し 0 

市找 はを <强 化の 巧 巧を 知らず。 比較的 モ语 なり。 - 

九 巧 十五 日。 巧。 

午前中 やなを り。 巧 中は 乂巧 にて 巧が しあり。 何度よ 〇 お进し 巧れ るか •巧 中には 軍 巧が 
が 目立ちて 夕 くな りたる を あず。 巧ら <四》 五® M 苗を 进 ゆる 义 となるべし。 か、 る 大部 お 
が 何故に 「クトノ」 附近に 巧戰 しを るぶ 巧の お授 におかざる や。. 之を がする にを しむ。 かわ 
ら にても 遵 からざる べし。 

载 かのち « 


101 一 


— 102 


巧* f 巧 巧の ナナス 

「ラ ド A」 附近の 柿 虜ス巧 > 大破ち お 十 門。 化 ホ 「ォ スト。 フ」 附近の 第 十八 姉 苗は-巧 
お 千が 巧と なる， がを の宋 なをれ むべ し。 . 

夕剂に まり、 帝ち ぶび お ホに 抱が がりな り。 され ど獨 おの おが ルき がかし。 

化 月 十六 日。 雨後 暴。 

引 おきや 括な リ。 館：：：： 一同 巧く 無聊に 苦しむ。 ル 生 亦 义お〇 にて 市中に 貫 物に 川 巧く 0 
正午. 功に まる や 俄然 跑# 巧烈 となり •午後 一時 巧 巧 お 所ょりの が途は •砲 彈白動 単の" M 後に 
巧 F し* を 險性ま 〇 たし。 筋く 砲 巧の 中を おりて 大使館に 巧 入す。 

午 巧の おサ はを 6 化 巧を おめ* 乂化 館の 近 巧* 所々 に乂 ぶを をす に 至れ >• 

大使が 前にを りし ボ棋 一如* 破片に 當 りて 巧 巧す。 

巧に おる も 砲 巧 おまず* が 巧 巧が せられたり •- 
九月 十 セ 目。 巧。 

觀ホ巧 巧な 〇 ご るん 帥 巧た そ 化# なゎ。 . ， 


か 巧 S ク すすは •昨 十六 口 かが 八 時が 化 おがに 巧が s が 化が o たる こと •苛を を 「チユ マ」 
は^を 拒 給 せる こと •午後 S 巧 十分 •巧 おは 巧に 飛 巧 機： H り 一二 亩巧 枚の 巧 伏 巧 ホ ビクを 瓶 ホ 
し •小 二 時閒の 期限を 附廿ろ こと 巧を 巧 じたり。 

巧 巧の な 閒闽愈 t 紫 瓶せられ たるは 明 わなる も •巧 他 Q 愤化 をく す 巧な り。 

午後に ちり 炮擊な e が 列；" とな リ •を 3 1 彈は 大使が のがめ 十 ホの 所に を 下す。 

义 大巧 館 心な 巧に 化ボ 跑み邮 化を かき •ぶに 巧す る 巧 ぞの染 中が# 又な 巧に して •巧に ま 
しもの 乂化巧 も 時に 地 おのかく 度 動す。 ’ 

ラトビア 巧を ょり ホ 巧が 的 巧を 越ぇて 前進せ るを 通報 あり。 

巧 まな 〇 とせば】 大巧な り •ホして か 何。 

巧九時のラずオは‘ 在ヴルソ|か交巧ホに中立的の位民の駐巧に關し》 ポ》ランド側ょゥ 
巧 ホい たん 代を を 送るべき を •ドィツ 側に 巧び かけあり* ぶは ま 人 ホな が お 動を おす ベネぶ 
わるを 謀 巧ぃ. 乂な 中-じて が 物の ま 度 ホに 巧に 巧が 普 勘の お 巧を たす。 

K サ のれ 巧 
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實 •場！！ 一の ナ** 

巧 閑の ラ デォに 化れば •ホ 巧の 巧 巧を 通る して か 進した るは > みた ザ 巧なる がかし。 

化 丹 十八 日 。 nr 

巧ホげ日に比しモ録なり《 

巧ぞはヴルブーを力攻ホざるがかし。 义事巧をの必おをわるべし〇 

が日のか交が》は巧巧サざりしがかし。 る早ヴルソーの陷を目がにあれる今日、 强ひて駐 
雞 する のかを むを かる ぺし • 

プ 軍は 「ポ I ラン •卜の ほ 巧 巧に なを 今日 •白 巧 及び ゥクラィナの 同腹を おんは 昔 等の 巧な 
な 〇」 とのな 明を をし、 本格的に 進ぞの 開始せ る 旨が 道せ り。 . 

巧れ なる かを •ポ— ランド。 遂に 巧 四 ホみ 巧の 巧り に 通 ふに わらざる か •を 早 如何なる 惠 
ホょり する もこれ な 上のを おはみ 怠 化な り。 

巧に ま 〇 巧ソ祐 巧は •巧に 「ブ ジユシ チ」 にめ てが 置 •連が サる 旨た f 。 

化 巧十乂 日。 曇。 
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巧が 比を 的 ザな なり。 

ラず 才は 「クトノ」 附 なにて 捕虜 五ち ’ r ルポ こ 附近に て わ 一巧なる 旨を 巧ず。 

を ホ 面の 巧 巧は •をみ がが をつ、 ゎるもの のかし • - 
九 巧 二十日。 巧 

この 日亦大 なる！！ 化な し • ' 

砲擊 はな 徐 なる も •閒 断な < 巧が せらむ ぁり • 

大巧 巧の 近 巧の ガッ ，ご タンクに 砲调 佑を* な烈 にあ 上て 
か 巧 曲 SQ 交渉 a 藉 C な。 たる や •そ Q 後 何等 《 S な」。 

大巧 •巧を の 一巧と 證 なをく をし。 ッ 巧の 進化せ る 今 0、 大いにが 巧 せらる • 

化さ I 王 ち ち 

午を 一鬟に 至。 滿 が蠢壽 ょり 诺話 ゎり •例の ラ デォに 巧る 踏 巧の 义ホ 室し‘ 本日 
午後 二 時ょ 0 午後 六 ss 間に 紧を 通！*」 謹て へ」 と 0 をを り •をく 囊な 0。 ほに か 


巧 巧 巧 巧の 十 ホス 

夕 巧ち のノ ルウ -1 た 巧に そ な 巧を 帷め たるに おを を 〇。 ぐ 迄 何等の 班が をな さず、 巧に 
坦夕 去りを を けんとす。 をく がし., i ら ざる ことなり。 大 なぎに て 化を を® す。 巧 動 毕は五 
ホ あ 〇 われ ど、^ 手な し。 ポ— ランド 人の 運が 手は M 巧を を ぜず •已 むを 巧ず ル ホ も ホー S 
を 自ら おがし •辛ぅじて 一二 おにて 化 發 す。 こむな つく づ< 自動 毕 がが 術 修得の が 人に も必巧 
なる をが 感ずり。 

かを 阳巧巧 「シ ジム」 销 ぶ上兩 を S 停戰地 おょ 0 巧が 側に 巧 動す。 停戰 おがは お 巧の： 脚 側 
み t 千 米な り。 化の 地 おじて は 盛に 棉擊^ あがわり。 巧/-' て 大巧 化を 出教し 「プ ラガ」 を お 
て 「ラ ジム」 に 巧く を かは •到る お 雑じ 砲师を 下し 危險お ま 〇 なし。 ヒ ヤヒヤし ザら 巧くな 
か 巧 巧 おにまず。 巧 等を をる ポー ランド おは 手を 振り •迎 ふる ドィツ おも 巧を とり •かや か 
にして おれなる 化を なり。 贿巧 とも その 態が 頗る 紳± 的なる にお‘ むす。 - 
か夕 四の 円 動 ホを がの 策が のな りたる は 午を A 巧が なりき。 それょり 惡 巧た 衝を 》 巧 おに 
巧 < やらを < が 巧の 前進 卜 開始す。 
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正午 巧 「ムラ ッ」 巧ち いおが 满に をす。：： 地" < りは 巧に 巧 ザ閒茹 しあ 〇。 か 巧 曲の 一巧は 

•/ 

巧 化に て ベンジンの 補給を 受け 》 更にを 巧 ぞ を 巧む し* 翌二个 llu か 巧 二 時-巧 渐く 「ヶ ー -- 
ヒス ベルグ」 に 到を し、 を駐 巧を を 了 サリ。 (化 巧 日記な レ 






-1 - - i _ - - --- 三 - g 


一 占領地 巧の 行政 

なに卜い巧巧にがける巧領が行政* かぅいつたホ面をホにして、 リルソ》の愧巧をなべるこ 
.とに ずる。 被卜い が 地の 國巧 のぞに おを な ものである ことは を ふまで もたい 菲 であるが •私が 
ポー ランド 凰 おの なが 態を 直接 目 巧した 時には、 如何なる 手段ぶ 带 にかても 戰 爭を始 & 
たなら ば 必ず 勝たなければ ならぬ。 負けて はなら ね。 理窟は をで か 何 やぅ にもつく わら* が 
としても 玻爭 には 勝た わ ばなら ぬと 痛切に ぶじた ホ 巧で ある。 ， 

巧が の 占領地 行なの 耍巧 はがんて 峻 故な もので をつた。 i 並び 巧 ふとい ふ 弟が あるが、 
K ィツの ポ— ランドに おする それは まとして 巧に 巧つ て 巧つ て 居る ので ある。 勿論 非常に 巧 

みを ところ も わつ て •抑が すると M 時に 义 ひょ つと 总 をが きおむ を投 かする といつ た 巧みな 
« 度 のが 化 
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のナ ♦ス / 

ところ も あつたが •大 « にがて 巧 巧 そのもので あつた •卜 ；： 巧 巧 巧の 治を お 巧の ためには ホの 
如 g をみ も 出て ねた。 巧へ ぱ巧逸 お 一人を 巧す とか お « したならば •一一 一十 人の ポ I ヴン K 人 
fc 死刑に 巧す といた 工合で •而も この 巧 巧な 法令を 文字 通 og なに 餐 化して たたので ある 0 
’ これを 巧す るに •占領 化 巧な と 云 ふ ものは > これを 巧 ふ 巧 巧が 巧卜 い 領地の 閔 おに 比して 巧 
巧で われば •なつて 居ても 行 はれる ものである。 卽ち ドィツ 巧 巧と 云ム もの、 度秀 さが この 
ポー ランドに がける L い巧地 巧は t なめてを あなら しめて 居る ので あつて 》 g 巧ポ I ランド 乂 
は > W 巧 人に 對 しては な 乍ら も 其の 巧 族の 巧 巧 おに i して 居る ので あつて、 おつて 巧を が 
巧 & 巧みを ホ かれても 巧ち なく 巧* として これに 版が サ ざるを 巧を い 巧な である。 この おは 
吾が 日本よ しても 巧 < ，む 巧べき ことで わつて •その 患み はを く おる とちへ、 を* が巧扭 共な 
田 t 巧 立 せんとす るに 巧り •まは 滿洲 にわいて •まは ま 巧に をいて、 まは 又 巧 ホに わいて、 
化 度に か 夕此處 になむ 日本人が •化 等に 對し度 ホなる もので あつて •彼 巧に 與 へて i とす 
る やぅを 田 巧で あつた なれが > これ 巧 巧 西が 巧 田のを おは 巧せ ホして これを 巧ん ことが 化 ホ 


-112 


ス〇 である。 化る にこれ に 反し •设の 化に かを なの 巧に 化み、 なをと 巧 R する 日本 巧 巧に し 
てが ホの 爪 巧き をを ける やぅを 者 共で あつた をれ ぱ> か 巧に 巧が 巧 就；^ がが 等との 巧巧热 
おを 巧り •お 西 共 巧困楚 鼓の 大巧 ホに 巧つて 進* ん としても •巧して 化 等の 信服を 巧て ぶ 巧 
に t れ t ま 巧す る ことは 巧 ホを いのでを る。 このな に 巧して は 後述す るかく •巧 巧の 巧 巧と 
いん ものが そのが 本 まを をす もので わつて •巧が 日本 两 巧の 巧の 乂國 巧た る お まを 高める こ 
とが 資 にを 巧 中の な 巧た る 所な である • 

ニ ドィッ 軍の 軍規 

々に ドイッ 巧 のぞ 瑰 になて がべ る。 をが A 巧 巧に 巧つ たのは •巧 一 间が十 巧 十四日で • I 
巧 削 ホな した。 巧 一! は 十二 丹 一日で •それからが 巧ず るまで 約 半年が、 ヮ义ソ I に 巧 在 

g ♦ ; 巧 
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して ドイツが のが 巧を 巧 おに 規お したので ある。 がに 巧 巧 地 巧に かける ドイツす のが 規がお 
おで， をち にホタ されて ゐる ことには 》 衷 むより® を 巧は ざるを 巧る 如つ た。 ヴルソ ー ホ 
面に 巧て ゐる K イヴ 巧は 巧 一 一巧の 兵 段で あつて •大巧 年の 巧 S 十歲 前後から それな 上よ 邑 j 
れ るち なが 大が 分で •日本で 云へ ば谦備 • I の 兵 おで、 化して 巧 一巧の おなでは なわつ 
た。 この 口 本で をへ ぱ巧備 • のぶ 弦の 卜い 領地に がける 軍 班と いふ ものは •まに な も 
ので 支字通り秋をも化すなしとをつた立おをものであつた〇 從つ てポ J ラ ンド の巧巧は》 
息を ぞんじて ドイツ 軍に を サてゐ る。 ドイツ 巧を 信® して ゐ る。 な 論 この ドイツ 巧の 秋を も 
化ず なしと 云 ふのは： 地 ホ 住 巧に おしが 等 化すな しとい ふので あつて、 をの ルに 巧 巧 的 •つ 
ホゥ 带除 巧に がても 度に 軍規が であろ 例へ ぱ 道を ホいて わる 時の 兵' 険举 が卜亩 におす 
るな お •これな ども 巧に 立 おにが 巧に 巧 はれて おる。 これは なの 貨 おに おおし セ 審で 巧く K 
化した ことで ある 〇 まる 時 おは 用を が あつて 卜：： 巧 化の が 巧を をのと ころに 面み に 巧つ 化。 ホ 
巧 その 化の よこを に朽〇 て^を 巧し みみ t 示して 面を た 求める ので わる。 か 說巧取 C わけ 
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ぱ， 教づてゐてもぶがな敬がををける。 内を案巧してくれる^^女をな下が巧々におしても* 
自 々の 上を に 封す ると 同じを をで 對 する。 が 巧を 若て 巧つ た 端 合で も •名刺を 巧して 日本の 
巧を である ことが々 ると* 不動 Q を 巧を おつて あおし* 上を におす る やを な馨 をが つて 案 
巧を して <れ る。 度に 立派な もので をる。 まして 直が 上を におす る 態を の 如きは •を < 立 汲 
な もので あつて •ち 除に 見て わると •お 共が 中段 長を してね た 時 •中段に 編入して ホた 初年 
兵が おおに おず る應 巧* これと をく 同じで をつ た。 をれ も S 十 •四十になる 日本で おへ ば 巧 
を 年 おのな 備. § がさぅ いふな おな 態度で •おい 下女を •将 巧に •而も 戰時 占領地に がて 
おしてむ る 0 で わる。 なは 巧 かに ドイツ のぞ 除の お規 が^く も 立派な ものである かにつ いて 
おへて みた おが* をのな 萬は > ドイツ 國 巧の なをの 程度が 本を に窩 いわらで あると いふ こと 
に 巧 速した。 巧に なをと 及つても •インテリと いふ 息 巧では をく、 巧の おを の 息 ホで ある • 
两巧 としての •巧に 國菜 SPt に兹 いた 巧の お 養が 茵い わらで をる。 卽ち 軍規の 何物で わる か 
をょ く 理解して & る^らで をる。 巧 巧に ドイツの おおのが をのない こと •ドイツ 闻氏 のがを 
巧を のか 巧 
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の あいことは 周知の 事資 である。 面白い をが わる。 ツル ソ ー に ドイツ 巧が 入つ て來て •巧 fc 
巧ホしてわた。 お初ツルソ>巧巧がドイツのおおをなた時* これをドイツの稱巧だと思つ 
た。 とヴ ルソ！ の ホ 巧は おつて ねたので ある。 御が おのかく ドイツの § はを 派な 化 おたし 
て わる。 巧ら <お おの 服 おとして は 世 巧 中で】 ホ 巧 K であると 思ん。 B 本 や 他の 巧 か 巧の 兵 
なのかく •みに つかない ダぶ < の 服では な < •し 0 かりみ に 合つた 服を をて 立 巧な 服裝た 
してむ る。 巧で も おおな 悄子 である 。おも， 初めて ベルリンに 巧つ た 時は、 矢 狼 〇 が 巧 だと あ. 
つたなに ながな 服裝 をして ねた。® みがを々 として ゐ る。 ホが も 態 巧 も 立 巧で わる。 廣 をし 
てみ ると わを が窝 くな 汲な 巧 巧で をる。 ワルツ I の 巧 巧が ドイツの 兵な た脾 校で わると あつ 
たのは 無理 もない 巧で ある。 これは なの 巧ぶ でを つて* か 何に 鼠 巧の わ ミと いふ ものが 巧な 
を おぐ 卞 るか •か 何に 巧規の 化しい 巧な とい ム ものが 巧を におい^ とい ふことは •閒逆 ひの 
をいもころでわつて》 そのおおである巧規を86^!||にするには》 巧おむおををなめること' C 
れな 外には をい とぶ ム • H 丰の 巧な の巧規 ちへ てみ て •ドイツの 巧規と 比較し •がに ちか 
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ら卜 巧みを ければ をら 5 ところが あると 化 ふ。 おは 苗が のが 育で わる。 w おの 敎をを 為 わる 
ととで あると 魁 ふ。 

一ー ー對 ュダャ人な 策 

ナナスの お ユグヤ 人な 巧は •本 1 中の 「ナチ K の ユダヤは 巧」 にがて 詳拥に 巧べ られる 
ことで をる わら •なでは 一寸 ナナスの ポー ランドに かける ユダヤ人に 對卞る 藤 度に 巧いて， 
を 聞 Q I 巧を なべる ことにする。 

ナチ ス 3 ユダヤ人に 巧ず るな 巧は •化を 的に おん 通りに 巧 おに g 说 しでね る。 ユダヤ人は 
ホ < R ホを ホを、 その W 章に 例の ユダヤ人の 巧で ホる 水色のを おを 大きく 化し •それを つけ 
なくて は ー ホ も かに 化る ことが 出 ホ & い。 ポ I ランドの ユダヤ人の 巧 店の 巧を には •必 ホ大 

載 後の か R 
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きな 水を S おおの マ— クが 化つ てあつて •巧 等は なかなか お 単に も ホれ ない •クラヵゥ にかけ 
ける 所見で わるが •クラヵゥのを 革は 二 W 連 おして あつて •をの 二な 連 おい 後方に なが 巧を - 
化 巧つ て •みを にだけ ユダヤ人が 乗つ てんょい* 入口は これ だけと 書いて をる。 おつて をれ 
なかの 座 巧には 乘れ ない ので わる。 巧 巧 脚 巧な どは を < 出入 禁止で、 レスト ブントん ユダヤ 
乂 おがりと 杳 いて ある® またがを のかき はな 收 してし まふ。 货に悲 巧な 化 態で わつ わ 0 
がもをの睹嚴さに巧き， 見るにあぴ卡* ポ》ラ ンド乂に》 ユ ダヤ人は可巧さ ゥ で は ない 
か 》 それほどまで 虐待し を < ももょい ではない ガらゥ かと 訊ねて みた。 ととろ が あ ルな おが 
で •ポー ランドん は ユダヤ人を 虔 待す るのを 巧んで ゐ るので ある。 これは 大巧の 人に 肆 ねて 
巧め たこと であるから 肋な ひの ない ことで •ぶる ボ I ランド 人は かぅ おつた。 「おれは ヒト 
ラ I はが ひだが •唯一つ ぶ 巧す る ことが わる 《 それは d ダヤ 人を こん & にやつつ けて くれた 
ことで ある」 と® 

がなにボ—ラ ンド人は害ぷのでわるわと云 へ ぱ、 か何にポ》ラ ンドが今日ホで ユ ゲ ヤ人に 


巧 わつ けられて わた わ 》 かがに ユダヤ人 わら 巧 おされて ゐ たか •しかも 今日 巧 家の お あを 安 
ける だけを けて なながら •巧 索の 危樓に 巧して を <围 かに 逃避して しまつた ことを あへ ぱ， 
を おに 理 がする ことが 化 ホる と 思 ふ。 ユダ卞 人は ボ I ランドの ためには が】 つがいて はゐな 
いので ある 〇か 巧ぺ ，ク のかを も ユダヤ人で をる 〇 なは* ナチ ス巧 巧が •ボ I ランドの 困 巧 
性 •固 巧の 意 巧と いふ ものを •巧ぅ いふと ころまで 巧究 して ユダヤな 策を 度 施して ねる もの 
と 田 心 ひ 》 その 用 怠 巧 到なる にはぶ 巧す る 他は なかつ セ。 




綠 論 • 

な 上 巧 だ 巧 巧では ぁるが •おが 夕 巧の •トィ ツの货 時下の 化 巧 •巧を 巧を. ソ な 巧 巧の* 巧 
も 巧が したの 巧な をが 子と して •ナチ ス •ドィツの 宵 戰墙裡 の 巧 動を 巧べ たので fc 
巧つ てまが 巧みを 巧 巧と して あ 西の おおを を 巧設し •お 巧 共を 樹のお 立に 进 進して わる 口 
本の 現 化を 巧る 時 •推 多の なにが て夕 々巧 おに 巧へ をい ホ 面が ぁる ことに 注 おしな けれが な 
ら わと 化ん。 如何なる ホ： 曲に かて 円本が 巧、 むすべを かは •本 說を讀 まれた ぶ々 はに 自らが 了 
解され たこと t 思 ふので なめて 巧べ をい ことにする。 

化し 現下の 日本の 佐な は 巧乂 でを る •このま 乂 をる 使 かを 達 巧し •男み 卜お 石のを をに S 

t •き HH 本の 世み 的 光好を 考 ふるとき • iiins 巧 巧 聞 おのを がが 巧 急の 巧 巧で わる 〇 これを 
載 巧 0 巧な 
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, の* 

達？ るには •お 局のと ミを のな s 夏闊 巧の 本 s 眷鮮 鼓に あると お ふ-何を ま、— 
て も 速に 光づ 日本 阁 化の おを を 商め なければ ならち 罔 おの 的む おを が窩 がれば •が 巧は む 
がと 强< なる。 を だを じ 音ふ敎 をとは 所謂 「苛む い インテリ」 ではなく、 巧の なか 0、 がを 
t 昔 ふので わる。 世卜； ではょ く 「イシ テリ」 はおい とな ふが •とはを く 化かの なをで をる。 
巧に 巧慧な f 田が が强い Q は •今 お S 逸が Q 驚を 見れば 剛盼な S ミろ 卽 ちを 闊 
强 おの 巧を 巧げ る爲 にはが し < む も ホづ茵 巧を ぶ おにが 巧す る ことが を も 大巧な がで あり > 而 
も 么れが I 見 遠 凹り の樣で •なは を もを 道な ので ある。 裝す るに、 現代の 巧爭 にかいても’ 
お 局 供 巧の 問駐で わる 〇 がち 巧が 世 巧 お 比の 大か 巧を を e が 巧す る ことが 斤 巧な ので わる® 
なり 而し了 • CQ 日本 寫 をして 其 ホ 彩を 巧 ミ」 《る K はを 尾應 卞る薦 Q 利 巧 美 
たせを けれ だなら わ。 現 時の 巧 巧の 進 ホせ る 時に がて 特にが りで をる。 巧が と 同時に 巧が 力 
物 巧 力を 巧 おしては をら の。 を 大いに 巧を 規 しを けれ ぱ ならた とい ふことは* ナチ ス ••トイ 
クの > 巧 わえ て 巧 巧に ぶ ザざる た 分ない ところな ので わる • 
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地 巧な 巧な 
巧 ニ ホ 大巧を お 
日 巧 巧 ホ史 
♦チ スの宗 お 巧 巧 
♦チス のを 美た 

♦チ K のな 巧 反 巧 

丈 R 啊 


お 木を か 著 
巧阳巧 巧を 
甲 化を 夫が 
巧 水を 巧を 
が 田が ホを 
& 本 おを 
三毛 善ご畫 
川が 巧郎ぞ 
滿 W おお 
巧 本 稱お郞 を 
川上 璧雲 
ぶ W •ルを •を 則を 
.中が 化 著 
が 一郞を 
化 を 化を 
化な 巧 崩を 

iFIBr > vtT 


巧を 文 學會編 


世界 戰爭文 學を集 を 一一 十五 卷 


* 巧 一を イ リアスで。 ャ戰 巧). ホ/ 

* 策 二を ギリ シや •ペルシャ 戰爭 へ ロド トス 
* 巧 ミを ぺロポ ンネソ ス戰爭 ツキ チ デス 
* 第 四を ガリア 戟記 シ— ザー 
* 巧 おを アイネ イス S 馬 建 田 耽爭) ヴてル ギリ ブス 

* 巧 六を 口オ ランの お (回 お 巧爭) 

♦巧と あ ニー ベル A ゲンの 巧 (中せ 亞 細： な •妄巴 お爭) 


♦ 


♦ホ 八を ア—サ I 王物 語 6±巧 巧爭】 

•巧 化を お放された エルサレム お 字 製 タッソ J 
* 第 十を 英國世 巧征覇 序曲 シ王— クス ピア 

* 巧 十一を £11^ 敎戟 ダンテ •ル— テル こ*、 ル トン 
* 巧 十二を 佛 蘭 西 王朝 8^爭 n ルネ ィユ •ラシ ィス •七 ヴィニェ ま 人 

* 巧 十三を シャルル 十二 世 C 北方 戲爭 > ヴ ォル テ— ル 
* 巧 十四を 一二 十 年 戰役ま シル ラ！ 

♦巧 k 五を エダ モン 卜 (が 蘭獨立 戰爭) lb I -了 

筑 十六を タリスマン (十字 苹 戰爭) スコット 
* 巧 十と を サルダナ パラス ミミが 亡 駐爭) バイロン 

* 巧 十八を オット—- 大帯 (脚が ぉ 馬が 丙 時爭〕 キ — ツ 


* 巧 十九を 世 おの 傳說 (人類 K 爭た 詩) ユ 

* 第一 一十 卷 ナポ レ ホン 截爭 

パ* ザ ヴ—ク ••が 八 K 

* 巧 一一 王を 壌 滅 (普 佛羣上 •下 二 ぉ) ゾ 

* 巧 一 不一 系ピョ 1+ ルと アレク セイ (載) 

* 巧 二十 一二 卷 南 化戰爭 玉 •下 一 憂 シ 

♦巧 二十 四を 第ー タ致 湘大戟 巧 
* 第二 十五を 世 巧 巧 革戰爭 精 

图 固画圆 

欧洲 戰爭 文化史 歐 洲戰爭 經濟史 
砍洲 戰爭科 學史歐 洲戰爭 藝術史 
欧洲 戰爭 文學史 (奪 文學 々編) 
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